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市のイメージキャラクター
「ふっかちゃん」

市の指定文化財へ仲間入り！･･･････････････････････❹
NEW  富岡製糸場と深谷人････････････････････････❻
キラリ熱中時間『大澤つる子さん』･･････････････････❾

NEW  いいね！深谷の授産製品････････････････････�
NEW  教えて！世界に誇れる深谷ブランド･･････････�
NEW  今日のごはんは明日のげんき！･･････････････�

八基地区に元
げ ん

亀
き

2年（1571年）から伝わる
   血洗島獅子舞（渋沢栄一生家『中の家』）

特 集  �歴史と文化を活かしたまちづくりが始まります
 『渋沢栄一と論語の里』整備活用計画を策定
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こ
の
エ
リ
ア
は
、
渋
沢
栄
一
が
幼
少

期
に
、
藍あ

い

玉だ
ま

の
売
買
な
ど
を
通
じ
て
経

営
の
基
礎
に
触
れ
、
さ
ら
に
論
語
を
は

じ
め
と
し
た
諸
学
問
を
学
ん
だ
場
所
で

す
。
そ
の
歴
史
的
背
景
に
着
目
し
、『
渋

沢
栄
一
に
代
表
さ
れ
る
偉
大
な
人
物
を

輩
出
し
た
場
所
』
と
し
て
市
内
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
色
を

引
き
出
す
た
め
、
７
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
設
定
し
、
平
成
３０
年
度
を
目
標
に
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。（
次

ペ
ー
ジ
参
照
）

　

今
後
、
こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
て

市
全
体
で
取
り
組
む
た
め
に
、
市
民
協

働
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
か
た

が
た
や
各
種
団
体
、
企
業
の
皆
さ
ん
な

ど
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
協
働

に
よ
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

群
馬
県
富
岡
市
に
あ
る
『
富
岡
製
糸

場
』
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
前
に

控
え
、
か
か
わ
り
の
深
い
深
谷
の
偉
人

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

や
尾お

高だ
か

惇じ
ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

へ
の
注
目
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

近
代
日
本
経
済
の
父
と
言
わ
れ
る
渋

沢
栄
一
や
、
富
岡
製
糸
場
初
代
場
長
を

務
め
た
尾
高
惇
忠
を
輩
出
し
た
八や

つ

基も
と

地

区
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
独
自
の
地
域

性
が
育
ま
れ
、
大
き
な
功
績
を
遺の

こ

し
た

偉
人
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
現
在
も

偉
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
史
跡
な
ど
が
多

数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
こ
れ
ら
郷
土
の
偉

人
や
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財
な
ど
を
活

か
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
も

う
と
、
渋
沢
栄
一
や
尾
高
惇
忠
ゆ
か
り

の
文
化
遺
産
を
保
存
活
用
す
る
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
『
渋
沢
栄
一

翁
と
論
語
の
里
』整
備
活
用
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
渋
沢
栄
一
生
地

『
中な

か

のん

家ち

』
お
よ
び
『
尾
高
惇
忠
生
家
』

を
含
む
範
囲
を
計
画
対
象
エ
リ
ア
と
し

ま
す
。

『渋沢栄一翁と論語の里』整備活用計画を策定しました

計
画
実
現
の
た
め
の

７
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

①史跡・建築物の保存活用

市外のかたも知りたい『深谷の偉人』のこと

　渋沢栄一記念館には、市内はもとより、市外からもたくさんのか
たが渋沢栄一や尾高惇忠のことを知りたいと訪れます。最近は「富
岡製糸場で聞いた」と言って来るかたも増えました。郷土の偉人や
歴史を活かしたこの取り組みを通して、今の日本の基

も と

を作った郷土
の偉人の偉大さや、偉人を生み育てた深谷のことを、もっと深く、
そしてたくさんのかたに知ってもらえるといいですね。

歴史と文化を活かしたまちづくりが始まります
『渋沢栄一翁と論語の里』整備活用計画

渋沢栄一記念館解説員　篠
し の

田
だ

鼎
て い

一
い ち

郎
ろ う

さん

　『中の家』『尾高惇忠生家』や関連する
文化財に関する情報発信や改修・公開に
取り組みます。『中の家』は、創建当時（明
治28年）の姿に復元することを目標とし、
併せて公開に必要な設備を整えます。

『尾高惇忠生家』が
市に寄贈されました

あ文化振興課（う 577 ‐ 4501）

このたび、『尾高惇忠
生家（市指定文化財）』
を、ご子孫である所有
者様のご厚意により、

市へ寄贈いただきました。今後は、市を代表す
る偉人の生家として幅広く活用していきます。

歴
史
と
文
化
を
活
か
し
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

渋沢栄一記念館

青淵公園

中の家

利根川

尾高惇忠生家
▲計画対象エリア

下手計

②人材育成

③学術調査

④生活環境の向上

⑤産業振興（観光）

⑥学校教育・生涯学習

　渋沢栄一や尾高惇忠といった大きな功
績を遺した偉人に限らず、広く地域の歴史
や文化に対する知識や情報を持った人材
『歴史ボランティア』を育成します。

　渋沢栄一が尾高惇忠生家まで通った道
（論語の道）を、史実に基づき定めるため
の調査を行います。また、中

な か

瀬
ぜ

河
か

岸
し

場
ば

跡
あ と

に
関する調査・研究を進めます。

　『中の家』や『尾高惇忠生家』『渋沢栄
一記念館』などへの主要なアクセス道路に、
歩行者や自転車の散策を想定した歩車分
離の明確化（カラー舗装など）を進めます。

　自動車での来訪者のために、渋沢栄一
記念館前にエリア内の中心的な駐車場を
整備します。また、エリア内を快適に移動
できるようなレンタサイクル拠点を設けます。

　『中の家』や『尾高惇忠生家』を活用し、
次世代を担う経営者や企業家を対象とした
経営セミナーや、子どもを対象とした昔の
体験遊びイベントなどを開催します。

　農業者や市民団体と連携して、藍の栽
培やネギの収穫などの農業体験を実施しま
す。また、大学や学生による調査やまちづく
り提案の機会を設けます。

⑦協働・連携

『渋沢栄一翁と論語の里』整備活用計画実現のための取り組みの一部を紹介します。
計画の詳しい内容や取り組みについては、市ホームページをご覧ください。

歴史と文化を活
い

かした
まちづくりが始まります
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『
応
正
寺
文
書
』
は
、
応
正
寺
（
田

中
地
内
）
が
所
蔵
す
る
古
文
書
で
、
文

禄
４
年
（
１
５
９
５
）
に
行
わ
れ
た
文ぶ

ん

禄ろ
く

検け
ん

地ち

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
土
地
台
帳

で
す
。

　

文
禄
検
地
は
、
戦
国
時
代
に
武む

さ

し蔵
・

相さ

が

み模
両
国
を
支
配
し
た
後ご

北ほ
う

条じ
ょ
う

氏
の
滅

亡
後
、
関
東
に
入
っ
た
徳
川
氏
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
権
力
者
が
移
り
変
わ

る
当
時
の
田
中
村
の
土
地
所
有
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
、

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
藍
香
尾
高
翁
頌
徳
碑
』
は
、
尾
高

惇
忠
の
人
柄
や
業
績
を
伝
え
る
石
碑
で

す
。

　

尾
高
惇
忠
は
、
群
馬
県
富
岡
市
に
あ

る
富
岡
製
糸
場
の
設
立
の
中
心
人
物

で
、初
代
場
長
を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、

第
一
銀
行
盛
岡
支
店
長
や
仙
台
支
店
長

を
歴
任
す
る
な
ど
、
東
北
地
方
の
産
業

や
経
済
の
振
興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

こ
の
石
碑
は
、
惇
忠
に
学
問
を
習
っ

た
い
と
こ
の
渋
沢
栄
一
ら
に
よ
り
、
明

治
41
年
（
１
９
０
８
）、
尾
高
惇
忠
生

家
に
近
い
鹿か

島し
ま

神
社
境
内
（
下
手
計
地

内
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
碑
の
裏
に
は
、
協
力
者
と
し
て
第

一
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
法
人
５
社
、

個
人
４
５
３
人
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
北
関
東
随
一
の
名
碑
と
し
て
世

間
の
評
判
も
高
く
、
後
世
に
残
す
べ
き

資
料
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
36
年
（
１
９
０
３
）
に
建
て
ら

れ
た
『
備
前
渠
改
閘
碑
記
の
碑
』（
矢

島
地
内
）
は
、
備
前
渠
の
歴
史
を
伝
え

る
石
碑
で
す
。

　

備
前
渠
は
、
本
庄
市
か
ら
深
谷
市
を

経
て
熊
谷
市
に
至
る
流
域
の
水
田
を
潤

す
一
大
農
業
用
水
路
で
す
。
慶
長
９

年
（
１
６
０
４
）
に
烏か

ら
す

川が
わ

を
取
水
口
に

し
て
開か

い

削さ
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
天
明
３
年

（
１
７
８
３
）、
浅
間
山
の
大
噴
火
に
よ

り
烏
川
が
埋
没
し
、
利
根
川
と
合
流
し

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
は
た
び
た

び
洪
水
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
34
年
（
１
９
０
１
）

に
渠
底
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
が
完
成
し
、
洪
水

の
心
配
が
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

石
碑
の
裏
に
は
、
工
事
の
協
力
者
と

し
て
法
人
２
社
、
個
人
２
８
５
人
の
氏

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
碑
は
、
自
然
災
害
と
戦
い
な
が

ら
生
き
て
き
た
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し

を
伝
え
る
、
歴
史
的
な
資
料
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

北
関
東
随
一
の
名
碑
と
し
て

名
高
い『
藍
香
尾
高
翁
頌
徳
碑
』

田
中
村
の
歴
史
を
う
つ
す

『
応
正
寺
文
書
』

　市内にある文化財のうち、市にとって重要なものを深谷市指定文化財
として指定しています。
　現在市には、有形、無形など合わせて261件の指定文化財があり、県
内でも随一の多さを誇っています。そして、今回新たに指定された3件
のほかにも、富岡製糸場図大絵馬や旧深谷
宿常夜燈など、歴史的価値の高い文化財が
多く存在します。
　市ホームページでは、市の指定文化財を
紹介しています。ぜひご覧ください。
か『深谷市の歴史と文化財』で検索『

ところで・・・市の指定文化財には、他にどんな
ものがありますか？

文化財は郷土の歴史を証明す
る大切な『財産』です

　文化財は世代間で受け継いでいく
べき、市民共有の大切な財産です。
先人から大切に重ねられてきた歴史
を証明するものですから、途切れる
ことなく後世へ伝えていくことは、
とても重要なことだと思っています。
　普段皆さんの住む地域にある石碑
や古い建物なども、歴史を伝える貴
重な財産です。ぜひ、文化財を身近
に感じてみてください。

深谷市文化財保
護審議会委員

（写真は藍香尾高翁頌徳碑）

洪
水
と
の
戦
い
の
歴
史
伝
え
る

『
備
前
渠
改
閘
碑
記
の
碑
』

▲全部で６冊ある応正寺文書

市の指定文化財へ仲間入り！
藍
ら ん

香
こ う

尾
お

高
だ か

翁
お う

頌
しょう

徳
と く

碑
ひ

　応
お う

正
しょう

寺
じ

文
も ん

書
じ ょ

　備
び

前
ぜ ん

渠
き ょ

改
か い

閘
こ う

碑
ひ

記
き

の碑

あ文化振興課（う 577 ‐ 4501）

荻
おぎ

野
の

勝
かつ

正
まさ

さん

　
市
の
歴
史
を
知
る
上
で
重
要
な
も
の
と
し
て
、『
藍
香
尾

高
翁
頌
徳
碑
』『
応
正
寺
文
書
』『
備
前
渠
改
閘
碑
記
の
碑
』が
、

３
月
13
日
に
市
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
新
た
な
指
定
文
化
財
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

▲備前渠沿いに建つ石碑
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みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ｑ

Ａ

　　
　

深谷市長

小島　進

［ 

第 

１ 

回 

］

富岡製糸場と絹産業遺産群
富岡製糸場にかかわった深谷人

▲操糸場内部で作業する工女たち（『富岡製糸
場事典』上毛新聞社）

[富岡製糸場 絵手紙かるた]
　このコーナーでは、本文と関連した『富岡製糸場 絵手紙か

るた』を毎回1枚ずつ紹介します。かるたは世界遺産登録を目

指す富岡製糸場と三つの絹産業遺産にかかわる重要な歴史や文

化的価値や人物を、分かりやすく解説付きの読み札にまとめ、

美しい絵手紙で描いてあります。

（『富岡製糸場「絵手紙かるた」』NPO法人富岡製糸場を愛する会　より）

絵
手
紙
で

　
　
つ
づ
る

　
　
製
糸
の
物
語

友
好
都
市

群
馬
県
富
岡
市

え

『工女郷貫録』

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

※掲載は入所順です、年齢は入所時のものです

協
働
の
推
進

　
こ
れ
ま
で
、
た
び
た
び
『
協
働
』
に

つ
い
て
触
れ
て
き
ま
し
た
。

　
自
治
体
運
営
に
お
い
て
よ
く
使
わ
れ

る
言
葉
で
す
が
、
改
め
て
こ
の
言
葉
の

意
味
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、『
同
じ

目
的
の
た
め
に
、
対
等
の
立
場
で
協
力

し
て
共
に
働
く
こ
と
』と
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
自
治
体
運
営
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
以
前
と
は
違
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
目
的
を
共
有
し

て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
一
緒
に
な
っ

て
現
状
や
課
題
を
認
識
し
、
分
析
し
、

そ
し
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ

の
際
に
、
相
互
の
立
場
や
特
性
を
尊
重

し
な
が
ら
、
お
互
い
に
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
、
そ
し
て
、
お
互
い
が
そ
の
考

え
を
理
解
し
な
が
ら
協
力
し
て
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
市
長
と
語
る
集
い
や
訪

問
対
話
会
、
中
学
生
と
の
対
話
会
な
ど

を
通
じ
て
、
多
く
の
か
た
と
直
接
お
会

い
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
市
政
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
時
に
は
実
現
が
困
難
な
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
や
ご
要

望
は
、
い
ず
れ
も
深
谷
と
い
う
ま
ち
を

良
く
し
た
い
と
思
う
か
ら
こ
そ
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
政
運
営
に
お

い
て
と
て
も
参
考
に
な
る
も
の
ば
か
り

で
す
。
こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
か
ら
生
の

声
を
聴
く
こ
と
は
、『
協
働
』
を
推
し

進
め
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
こ
と
な
の
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
市
役
所
の
組
織
に
『
協

働
推
進
部
』
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
一
層
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
組
織
と
し
て
目
に
見
え

る
か
た
ち
で
『
協
働
』
を
打
ち
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
力

が
、深
谷
の
活
力
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
協
働
の
推
進
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
条
約
は
、
普
遍
的
か
つ
か

け
が
え
の
な
い
価
値
を
有
す
る
人
工
の

文
化
遺
産
や
、
自
然
遺
産
を
保
護
し
、

将
来
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和

四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
パ
リ
の
ユ
ネ

ス
コ
会
議
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界

遺
産
は
、
国
ご
と
に
そ
れ
を
保
存
し
て
、

支
援
す
る
義
務
の
あ
る
全
世
界
共
通
の

遺
産
で
す
。
現
代
を
生
き
る
世
界
す
べ

て
の
人
々
が
共
有
し
、
未
来
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
べ
き
人
類
共
通
の
宝

物
で
す
。

　
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
、
群

馬
県
は
『
旧
富
岡
製
糸
場
』
を
世
界
文

化
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
そ
の
推
進
を

表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
化
庁
に

よ
り
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
は
、

田た

島じ
ま

弥や

平へ
い

旧き
ゅ
う

宅た
く

・
高た

か

山や
ま

社し
ゃ

跡あ
と

・
荒あ

ら

船ふ
ね

風ふ
う

穴け
つ

を
含
め
た
『
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
』
が
世せ

界か
い

遺い

産さ
ん

暫ざ
ん

定て
い

一い
ち

覧ら
ん

表ひ
ょ
う

に

記
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
六
月
に
開

か
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録
が
正

式
に
決
ま
る
予
定
で
す
。

　『
広
報
ふ
か
や
』
で
は
、
今
月
号
か

ら
『
富
岡
製
糸
場
と
深ふ

か

谷や

人び
と

』
と
し

て
、
尾お

高だ
か

惇じ
ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

・
韮に

ら

塚づ
か

直な
お

次じ

郎ろ
う

・
堀ほ

っ

田た

鷲わ
し

五ご

郎ろ
う

父お
や

子こ

・
尾お

高だ
か

勇ゆ
う

・
松ま

つ

村む
ら

和わ

志し

・
関せ

き

根ね

照て
る

・
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

に
つ
い
て
、

連
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、『
工こ

う

女じ
ょ

郷き
ょ
う

貫か
ん

録ろ
く

』
を

参
考
に
深
谷
か
ら
富
岡
製
糸
場
に
か
か

わ
っ
た
工
女
を
抜
き
出
し
、
ま
と
め
ま

し
た
。
　
　
　
　
　（
文
：
荻お

ぎ

野の

勝か
つ

正ま
さ

）

［ 

第 

１ 

回 

］

富岡製糸場と絹産業遺産群
富岡製糸場にかかわった深谷人

[富岡製糸場 絵手紙かるた]
　このコーナーでは、本文と関連した『富岡製糸場 絵手紙か

るた』を毎回1枚ずつ紹介します。かるたは世界遺産登録を目

指す富岡製糸場と三つの絹産業遺産にかかわる重要な歴史や文

化的価値や人物を、分かりやすく解説付きの読み札にまとめ、

美しい絵手紙で描いてあります。

（『富岡製糸場「絵手紙かるた」』NPO法人富岡製糸場を愛する会　より）

絵
手
紙
で

　
　
つ
づ
る

　
　
製
糸
の
物
語

友
好
都
市

群
馬
県
富
岡
市

え

『工女郷貫録』

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

近所の子どもが親から虐待を受けてい
るようです。どこか相談する場所はあ
りますか？

子どもの虐待防止には、周囲の気付き
が重要です。虐待が疑われる状況に気
付きましたら、すぐにご連絡ください。

通報先：
1深谷市子どもの虐待防止ホッ
トライン（☎574‐3000）
2熊谷児童相談所（☎521‐
4152・平日午前8時30分～午後
6時15分）
3埼玉県休日夜間児童虐待通報ダイヤル
（☎048‐779‐1154・2の受付時間以外
の時間帯）
4児童相談所全国共通ダイヤル（☎0570
‐064‐000・365日24時間対応）
5こども青少年課（☎574‐6646）

明戸小学校1年　若
わ か

松
ま つ

真
ま さ

慧
あ き

 さん

おねえちゃんへ

最優秀賞
小学校低学年の部

　おねえちゃん、いつもぼくにやさしくしてくれて

ありがとう。

　はじめてがっこうにいくひ、ぼくのてをずっと

ぎゅってにぎってくれたね。だからあんしんして

がっこうにいけたよ。とってもうれしかったんだ。

ありがとう。ぼくはときどきおねえちゃんといっ

しょにねるのがだいすきなんだ。おねえちゃんは

とってもいいにおい。うれしくって、とってもいい

きもちでたのしくなるんだ。

　おねえちゃん、これからもずっとなかよくしてね。

手
計
村
　
　
松
村
和
志
　
62
歳

手
計
村
　
　
尾
高
　
勇
　
14
歳

手
計
村
　
　
松ま

つ

村む
ら

　
倉く

ら

　
17
歳

手
計
村
　
　
猪い

野の

塚づ
か

浦う
ら

　
18
歳

手
計
村
　
　
石い

し

川か
わ

　
関せ

き

　
19
歳

手
計
村
　
　
尾お

高だ
か

　
栄え

い

　
15
歳

手
計
村
　
　
望も

ち

月づ
き

　
園そ

の

　
16
歳

戸
森
村
　
　
真ま

下し
も

ち
う
　
16
歳

戸
森
村
　
　
高た

か

田だ

　
冬ふ

ゆ

　
19
歳

戸
森
村
　
　
中な

か

村む
ら

　
初は

つ

　
20
歳

戸
森
村
　
　
真ま

下し
も

勢せ

ん
　
14
歳

深
谷
宿
　
　
藤ふ

じ

井い

　
鉄て

つ

　
16
歳

大
塚
村
　
　
福ふ

く

嶋し
ま

　
松ま

つ

　
18
歳

大
塚
村
　
　
江え

森も
り

八や

重え

　
20
歳

蓮
沼
村
　
　
関
根
　
照
　
18
歳

深
谷
宿
　
　
新あ

ら

井い

　
久ひ

さ

　
16
歳

手
計
村
　
　
児こ

玉だ
ま

　
常つ

ね

　
13
歳

高
島
村
　
　
笹さ

さ

井い

　
孝こ

う

　
16
歳

高
島
村
　
　
笹さ

さ

井い

　
国く

に

　
14
歳

蓮
沼
村
　
　
関せ

き

根ね

　
花は

な

　
16
歳

上
野
台
村
　
永な

が

野の

　
筆ふ

で

　
18
歳

　
　
　
　
　
　
以
上
二
十
一
人
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深
谷
市
在
住
の
阿
部
敏
弘
選
手
と
村
岡
桃
佳
選
手
が
、

３
月
７
日
～
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出

場
し
、見
事
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。お
二
人
の
競
技
結
果
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
課（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
１
）

祝
！ 

ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク・ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
入
賞

阿
部
敏
弘
選
手
、村
岡
桃
佳
選
手

❼

公
共
施
設
の
こ
と

考え
よう

庁
舎
敷
地
と
し
、
現
庁
舎
を
使
用

し
な
が
ら
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ

と▪
建
設
費
の
財
源
＝
合
併
特
例
債

を
活
用
す
る
こ
と

　

今
後
は
、
こ
の
提
言
内
容
を
踏

ま
え
、
本
庁
舎
を
含
む
特
定
建
築

物
の
耐
震
化
対
策
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
の
方
針
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

公
共
施
設
改
革
推

進
室
（
☎
５
６
８
‐
５
０
０
９
）

　

市
の
公
共
施
設
の
在あ

り
方
に
関
す

る
事
項
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
『
深
谷
市
公
共
施
設
在
り
方
検

討
市
民
会
議
』（
以
下
、
市
民
会
議
）

の
小お

野の

広ひ
ろ

明あ
き

会
長
（
埼
玉
工
業
大
学

教
授
）
か
ら
、
３
月
７
日
、
協
議
結

果
を
取
り
ま
と
め
た
提
言
書
が
市
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
で
は
、
老
朽
化
・
狭
あ

い
化
・
耐
震
性
の
低
さ
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
本
庁
舎
を
含
む
特
定

建
築
物
の
耐
震
化
対
策
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
８
月
～
26
年
２
月
ま
で
の

間
、
計
５
回
の
会
議
を
開
催
し
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

提
言
書
の
主
な
内
容
は
、
次
の
通

り
で
す
。

▪
本
庁
舎
の
耐
震
化
対
策
＝
耐
震
補

強
で
は
な
く
、
新
庁
舎
を
建
設
す
る

こ
と

　

な
お
、
そ
の
際
に
は
耐
震
性
の
低

い
外
部
庁
舎
を
集
約
す
る
こ
と

▪
新
庁
舎
の
建
設
場
所
＝
現
庁
舎
南

側
の
市
道
お
よ
び
駐
車
場
を
含
む
現

熱中時間
ご存じですか！？ラジオで深谷をPR

ラジオで広がる
人の輪

大
おお

澤
さ わ

つる子
こ

さん

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
を

聴
か
れ
て
い
る
か
た
に
は
、
一
度
は
聞

き
覚
え
の
あ
る
投
稿
者
『
埼
玉
県
深
谷

市
の
大
澤
つ
る
子
さ
ん
』。

　

大
澤
さ
ん
の
ラ
ジ
オ
投
稿
の
始
ま
り

は
15
年
前
。
そ
れ
ま
で
続
け
て
い
た
仕

事
を
、
大
好
き
な
趣
味
と
義
母
の
面
倒

を
見
た
い
か
ら
と
、
き
っ
ぱ
り
と
辞
め

る
と
、
今
ま
で
関
わ
り
の
薄
か
っ
た
ラ

ジ
オ
と
出
会
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
や
家

事
を
し
な
が
ら
聞
く
ラ
ジ
オ
で
、
全
国

の
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
投
稿
に
感
動
し
、

引
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
の
大
澤
さ
ん
は
、
普
段
の
ふ
と
し

た
気
付
き
に
、
自
分
の
思
い
を
込
め
て

投
稿
す
る
こ
と
が
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
自
ら
の
目

で
感
じ
た
『
季
節
の
便
り
』
や
『
地
元

の
出
来
事
』
そ
し
て
『
大
好
き
な
マ
ラ

ソ
ン
』
の
話
題
が
中
心
で
す
。
ほ
ぼ
毎

日
続
け
て
い
る
投
稿
は
、
そ
の
約
７
割

が
採
用
さ
れ
ラ
ジ
オ
で
読
ま
れ
ま
す
。

　

読
ん
で
も
ら
い
た
く
て
投
稿
す
る
の

で
は
な
く
、
ま
た
、
投
稿
し
た
全
て
の

番
組
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

周
囲
の
か
た
か
ら
「
ま
た
聞
い
た
よ
！
」

「
今
度
は
う
ち
の
こ
と
も
書
い
て
ね
！
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、
と
て
も
う
れ
し

い
と
話
し
ま
す
。

　

各
地
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
す
る

と
、
初
対
面
の
か
た
か
ら
も
「
深
谷
の

大
澤
さ
ん
で
す
よ
ね
、
ラ
ジ
オ
で
聞
い

て
ま
す
よ
。」
と
声
が
掛
か
り
ま
す
。

　
「
先
日
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
４

で
も
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
『
豪
雪
で
も
頑

張
っ
て
ま
す
、
深
谷
ね
ぎ
！
』
と
思
い

を
書
い
て
走
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
」
と
、
大

澤
さ
ん
。

　

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
、
地
域
へ
の
厚
い

思
い
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広

げ
ま
す
。

▲日常の気付きを書き留めたノート
と、ラジオ番組から大澤さんへ届い
たメッセージやお礼のはがき
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き
ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き

　『消防本部』に行ってきたよ。ここは、みんなの命を守る消
防・救急・救助の拠点だよ。24時間お仕事しているんだっ
て！いろんな種類の消防車がいっぱい並んでたよ。どれも
みんなかっこいいな♪

▲あれっ！こんなかわいぃ消防車も
あるんだ♪本物のはしご車には乗る
ことができないけれど、ちびっ子の
みんなには、『ちびっ子はしご車』が
あるよ。毎年9月の『総合防災訓練』に
は登場するから、ぜひ乗りにきてね。

◀見て！見て！3月に導入
された最新の『はしご車』は、
約35mまで伸びるんだっ
て♪建物だと12階くらい
まで届くんだよ。高い建物
の火事にも対応できるし、
先端のバスケットは曲がる
んだって！すごいね♪

119番通報をする時は、
『落ち着いて』『正しく』
情報を伝えることが大
切だよY(o0ω0o)Y

ふっかちゃんの日常から
深谷が見えてくる

ふ かっ 歩
散

13消防本部・はしご車編

『
新
庁
舎
建
設
』
に
つ
い
て
市
長
に
提
言

▶
小
島
市
長
に
提
言
書
を
手
渡
し
た
小
野
会

長（
写
真
右
）、荒
井
副
会
長（
写
真
左
）

日程 種目
タイム

順位
1本目 2本目 合計

3月 9日 スーパーＧ男子 1分27秒82（1本の滑走
のみで順位を決定） ‐ 12位

3月13日 スラローム男子 55秒35 1分2秒57 1分57秒92 19位

3月15日 ジャイアント
スラローム男子 1分21秒54 1分14秒79 2分36秒33 6位

日程 種目
タイム

順位
1本目 2本目 合計

3月10日 スーパーＧ女子 ＤＳＱ
（競技失格） ‐ 失格

3月12日 スラローム女子 1分29秒85 1分23秒16 2分53秒01 9位

3月16日 ジャイアント
スラローム女子 1分37秒40 1分24秒32 3分01秒72 5位

阿
あ

部
べ

敏
とし

弘
ひろ

選手
カテゴリー＝立位

村
むら

岡
おか

桃
もも

佳
か

選手
カテゴリー＝座位



代表として豊
とよ

田
だ

尚
なお

正
まさ

深谷小学校長が表彰状を受け取りました
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　自分が1日に食べる食材の目安量となる『手ばかり栄

養法』。受講者からは「わかりやすくて、忘れない」と

好評でした。

　子育てボランティアの皆さんの協力によって開催され

る『子育てサロン』。今回は更生保護女性会も参加し、

親子でひな祭りの飾りを作って盛り上がりました。

　『二層楼』の名で知られる深谷商業高校記念館（国登

録有形文化財）で、宮
みや

沢
ざ わ

りえさん主演の映画『紙の月』

のロケが実施されました。

　作り方の注意点として、カビ予防とうま味を均一にす

るため、仕込みから４か月後と、８か月後に天地返しを

します。今年の冬に出来上がるみそに期待が膨らみます。

　深谷小学校の6年生が深谷市産業祭に参加し、地域の

産業界と連携・協力を主体的に図ったことにより、『キャ

リア教育優良校文部科学大臣賞』の表彰を受けました。

　建国5周年特別上演として『はみだし紙芝居』が登場。

紙芝居から物語が抜け出して演者がかけあう様子に、子

どもたちは圧倒されていました。

　乳児を抱える親の不安を少しでも解消し、楽しい子育

てを支援するための講座。今回は『簡単なおやつ作り』

として、ニョッキとゼリー作りを楽しみました。

　市内には数多くの遺跡があります。今回は近年の発掘

調査成果として12か所の遺跡から出土した品々が展示

され、来場者は熱心に観賞していました。

講師は管理栄養士の小
お

澤
ざわ

真
ま

弓
ゆみ

氏

花園公民館の『子育てサロン』は原則第1・3木曜日実施

講師は鍼灸あん摩マッサージ指圧師の多
た

勢
せ

裕
ゆう

子
こ

氏

最新出土品展は8月29日㈮まで開催しています

講師は健康運動指導士の遠
えん

藤
どう

良
よし

江
え

氏

1日分の食材をはかる『手のひらカウント』
保健センター

みんなでワイワイ楽しいね！『子育てサロン』
花園公民館

秋公開予定！映画『紙の月』ロケ
深谷商業高校

10か月後に出来上がり！『みそ作り教室』
八基公民館

『キャリア教育優良学校表彰・深谷小学校』
国立オリンピック記念青少年総合センター

ふれあい子育て講座『簡単おやつ作り』
もくせい館

温かな体で免疫力アップ！『お灸
きゅう

教室』
岡部公民館

先人に思いをはせて『深谷市最新出土品展2014』
川本出土文化財管理センター

これならできる！？『かんたん☆ながら体操』
キララ上柴

　ほとんどのかたが運動が出来ない理由として、場所や

時間が無いことを挙げますが、この日はなにかをしなが

らいすに座ったままできる体操が紹介されました。

　『肩が重い・体がだるい』などの日常の小さな不調は

体の冷えによる血流の滞りが原因。参加者はお灸の熱で

刺激する13のツボを学びました。

講師は管理栄養士の中
なか

嶋
じま

美
み

徳
のり

氏

古代国家はいかに地域を支配したか
深谷公民館

　国立歴史民俗博物館の林
はやし

部
べ

均
ひとし

さんが、古代国家の成立

と特徴などについて、市内の幡
は

羅
ら

遺
い

跡
せ き

や中
なか

宿
じゅく

遺
い

跡
せ き

などを

もとにわかりやすく解説しました。

          2 	／
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	          2	 ／

	 21

	         2	 ／

	 27

115種130本の梅の競演！『第6回梅まつり』
ふかや緑の王国

撮影されたのは主人公の回想シーン

	         2	 ／
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	 2

          3 	／
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	          3	 ／
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劇団お伽
とぎ

座
ざ

の皆さん
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狂犬病予防集合注射
●問い合わせ　環境衛生課（☎585‐2215）

　

登
録
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の
か

た
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
必
ず
は
が
き
を
お
持
ち

の
上
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
規
登
録
（
生
後
90
日
を

経
過
し
た
犬
）も
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
外
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
を

譲
り
受
け
た
場
合
や
、
市
外
で
登

録
し
た
犬
を
連
れ
て
転
入
し
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
犬
の
転
入
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
鑑か

ん

札さ
つ

を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

料
金　

登
録
済
み
の
犬
＝
１
頭
に

つ
き
３
，３
０
０
円
（
注
射
料
金

２
，７
５
０
円
・
済
票
交
付
手
数

料
５
５
０
円
）、
新
規
登
録
の
犬

＝
１
頭
に
つ
き
６
，３
０
０
円（
登

録
済
の
犬
に
掛
か
る
料
金
＋
登
録

手
数
料
３
，０
０
０
円
）

※
犬
の
健
康
状
態
が
悪
い
な
ど
、

注
射
を
受
け
て
よ
い
か
の
判
断
が

難
し
い
場
合
は
、
獣
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
日
程
表
の
期
間
以
外
は
、
獣
医

師
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い

（
料
金
が
異
な
り
ま
す
）。

※
案
内
は
が
き
が
届
い
た
か
た

で
、
飼
い
主
の
変
更
や
す
で
に
犬

が
死
亡
・
行
方
不
明
の
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
～
６
月

30
日
ま
で
の
間
に
狂
犬
病
予

防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

狂犬病予防集合注射日程表　　　※（深）深谷地区　（岡）岡部地区　（川）川本地区　（花）花園地区

4月 午前9時30分~11時 午後1時~2時 午後2時30分~3時30分

7日㈪ 春日神社（川） 畠山五所自治会館（川） 上原集会所（川）

8日㈫
川本総合支所裏駐車場

（川）
旧前藤集会所（川） 中折之口自治会館（深）

9日㈬
花園総合運動公園東駐
車場（花）

武蔵野自治会館（花） 上郷自治会センター（花）

10日㈭
花園就業改善センター

（花）
荒川集荷所（花） 下郷公民館（花）

11日㈮
榛沢農協スタンド跡地裏

（岡）
岡部公民館（岡） 後榛沢公会堂（岡）

14日㈪ 岡部多目的センター（岡） 岡新田集会所（岡） 岡里自治会館（岡）

15日㈫
本郷農業総合センター

（岡）
櫛引ふれあいスポーツ広
場駐車場（深）

大谷集落センター（深）

4月 午前9時30分~11時 午後1時30分~3時

16日㈬ 南公民館（深） 幡羅公民館（深）

17日㈭ 常盤公園（深） 上柴公民館仮設跡地（深）

18日㈮ 市民体育館（深） 豊里公民館（深）

20日㈰ 市役所本庁舎（深） 市役所本庁舎（深）

21日㈪ 八基公民館（渋沢栄一記
念館）（深） 大寄公民館（深）

22日㈫ 明戸公民館（深） 旧東方集会所（深）

23日㈬ 大台自治会館（深） 上柴コミュニティセンター
（深）

24日㈭ 藤沢公民館（深） 南公民館（深）

『子育てひろば』ようちえんで遊ぼう！
●問い合わせ　学校教育課（☎572‐9578・〠366‐0823本住町17‐3）

　

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
体
験
を
通

し
て
、
子
育
て
の
あ
り
方
や
、
幼

児
教
育
の
大
切
さ
を
学
び
合
い
ま

す
。
専
門
家
が
子
育
て
の
不
安
や

悩
み
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
以
上

（
６
月
１
日
㈰
現
在
）
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
（
で
き
る
だ
け

全
講
座
に
参
加
可
能
な
親
子
）

定
員　

市
内
12
幼
稚
園
各
15
組

申
し
込
み　

５
月
13
日
㈫
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
用
は
が
き
裏
面
に
、
参
加
希

望
幼
稚
園
名
（
第
２
希
望
ま
で
必

ず
記
入
）・
住
所
・
参
加
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
幼

児
は
○
歳
○
か
月
）・
電
話
番
号
・

子
育
て
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
思

い
・
悩
み
な
ど
）・
今
ま
で
に
参

加
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
園
名

を
、
ま
た
、
返
信
用
は
が
き
表
面

に
、
参
加
者
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

内容 とき ところ

１
回
・
３
回
・
５
回
・
６
回

幼稚園で遊ぼう 
（1日幼稚園児さん）

※室内遊び 
　・絵本 
　・紙芝居 
　・リズム 
　・製作 
　・その他　

※戸外遊び 
　・砂場遊び 
　・園庭の遊具での遊び 
　・その他

6月～平成27年2月に、
4回実施予定・午前9
時15分～ 11時30分

※12園の中から1園を
選んでいただきます

（申し込みはがきには
第2希望まで必ず書い
てください。）

※参加会場園は、はが
きでお知らせします。

※各会場の日程につい
ては、第1回開催時に
お知らせいたします。

明戸幼稚園

幡羅幼稚園

深谷幼稚園

桜ヶ丘幼稚園

大寄幼稚園

藤沢幼稚園

深谷西幼稚園

常盤幼稚園

豊里幼稚園

上柴西幼稚園

おかべ幼稚園

花園幼稚園

２
回

全体会 
親子ビックス 

『親子で一緒に体を動か
そう』

8月28日㈭・29日㈮ 深谷ビッグタートル

４
回

全体会 
みんなで遊ぼう 

『講演会』
11月6日㈭ 深谷公民館

人間ドック・脳ドックの検査費用を助成します
●問い合わせ　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）　川本市民生活課（☎583‐2783）

　　　　  　　　　　　花園市民生活課（☎584‐1121）    

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ

ク
を
受
け
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
ど

ち
ら
か
一
方
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
か
た

①
申
請
日
当
日
、
深
谷
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
そ
の
資

格
を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以
上
を

経
過
し
て
い
る

②
申
請
日
当
日
、
満
35
歳
以
上

③
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯

④
受
検
日
当
日
、
深
谷
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
が
あ

る受
検
期
間　

平
成
27
年
２
月
28
日

㈯
ま
で
（
３
月
を
ご
希
望
の
か
た

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

助
成
額　

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳

ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
の
う
ち
、

１
７
，５
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
検
査
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

助
成
方
法　

受
検
日
当
日
、
検
査

費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い

た
金
額
を
、
医
療
機
関
へ
お
支
払

く
だ
さ
い
。

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
検
診

お
よ
び
事
前
申
請
の
な
い
検
診
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

指
定
医
療
機
関

①
人
間
ド
ッ
ク

［
市
内
］

岩
崎
医
院
・
皆
成
病
院
・
金
子
医

院
・
上
柴
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
川
本
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
佐
々
木

病
院
・
深
谷
赤
十
字
病
院
・
深
谷

市
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
・
深
谷
中

央
病
院
・
益
岡
医
院

［
市
外
］

熊
谷
生
協
病
院
（
熊
谷
市
）・
熊

谷
総
合
病
院
（
熊
谷
市
）・
藤
間

病
院
（
熊
谷
市
）・
鶴つ

る

谷が
や

病
院
（
伊

勢
崎
市
）

②
脳
ド
ッ
ク

［
市
内
］

磯
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
小
暮
医
院
・

佐
々
木
病
院
・
深
谷
赤
十
字
病
院

申
し
込
み　

４
月
23
日
㈬
～
平
成

27
年
１
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
国
民

健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持
ち
の

上
、
問
い
合
わ
せ
先
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

※
別
世
帯
の
か
た
が
代
理
申
請
す

る
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
と
委

任
状
が
必
要
で
す
。

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎522‐5012）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
皆
さ
ん
も
、
20
歳
に
な

っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
本
人
の
収
入
が

一
定
額
以
下
の
と
き
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が

あ
り
ま
す
。

対
象　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
在
学
者

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

（
学
生
証
は
、
両
面
コ
ピ
ー
可
）

②
年
金
手
帳

③
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
、
①
～
③

の
ほ
か
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
（
別
世
帯
の
代
理
人

は
委
任
状
も
必
要
）。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
が
で
き
る
対
象
期
間

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
26

年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２

年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
通
常

納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す

　

障
害
年
金
の
受
給
な
ど
に
よ
り

法
定
免
除
と
な
っ
て
い
る
か
た
に

つ
い
て
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
、

保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る
『
納

付
申
出
制
度
』が
は
じ
ま
り
ま
す
。

納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料
の
口

座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保
険
料
の

割
り
引
き
な
ど
、
便
利
で
お
得
な

制
度
を
あ
わ
せ
て
ご
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平成26年度国民年金保険料：月額15,250円
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平
成
26
年
度『
ち
い
き
の
先
生
』募
集

あ
生
涯
学
習
課（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）　

　

小
学
生
の
自
主
学
習
を
支
援
す
る
『
が

ん
ば
ル
〜
ム
』
で
、
学
習
指
導
・
相
談
を

行
う『
ち
い
き
の
先
生
』を
募
集
し
ま
す
。

対
象
●
18
歳
以
上
の
か
た

指
導
教
科
●
国
語
、
算
数

勤
務
時
間
●
土
曜
日
の
午
前
中

勤
務
場
所
●
市
内
小
学
校

※
詳
し
い
資
料
は
生
涯
学
習
課
へ

い
４
月
７
日
㈪
～
25
日
㈮
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
先
へ

人
材
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

あ
協
働
推
進
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
８
）

　

募
集
分
野
は
、
教
育
・
文
化
・
法
律
・

経
済
・
医
療
・
建
築
・
地
域
活
動
・
消
費

生
活
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

▪
各
分
野
の
識
見
を
お
持
ち
の
か
た
、
な

ら
び
に
有
資
格
者

▪
個
人
・
勤
務
先
・
各
種
団
体
な
ど
で
社

会
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
た

▪
市
政
や
地
域
の
発
展
に
熱
意
を
持
っ
て

貢
献
で
き
る
か
た

※
『
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
』
に
登
録
い
た

だ
い
た
か
た
に
は
、
各
種
審
議
会
へ
の
委

員
と
し
て
の
参
加
や
講
演
会
な
ど
の
講
師

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
●
原
則
と
し
て
市
内
在
住
か
在
勤
ま

た
は
市
内
に
活
動
の
場
を
お
持
ち
で
、
20

歳
以
上
の
か
た

登
録
期
間
●
３
年
間

※
平
成
24
・
25
年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
か

た
は
、
再
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

あ
協
働
推
進
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
８
）

　

海
外
か
ら
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
（
さ

い
た
ま
市
）
へ
研
修
に
来
て
い
る
外
国
人

日
本
語
教
師
を
、
土
・
日
曜
日
の
１
泊
で

受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
登
録
制
で
、
受

入
日
程
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
都
合

の
良
い
と
き
だ
け
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
結
構
で
す
。
日
本
の
家
庭
生
活
や

習
慣
、
文
化
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ご

家
族
で
国
際
交
流
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
●

①
市
内
在
住
で
、
宿
泊
用
に
１
部
屋
提
供

で
き
る
こ
と

②
単
身
家
庭
で
な
く
、
家
族
で
受
け
入
れ

が
で
き
る
こ
と

い
４
月
14
日
㈪
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

国
家
公
務
員
募
集

あ
人
事
院
関
東
事
務
局
（
う
０
４
８
‐
７

４
０
‐
２
０
０
６
）

　

人
事
院
は
平
成
26
年
度
中
に
次
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験
案
内
な
ど
は
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
確
認
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

1
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
）、
総
合

職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
●
４
月

８
日
㈫
ま
で

第
１
次
試
験
日
●
４
月
27
日
㈰

2
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
●
４
月

９
日
㈬
～
21
日
㈪
ま
で

第
１
次
試
験
日
●
６
月
15
日
㈰

1
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）、
一
般

職
試
験
（
社
会
人
試
験[

係
員
級]

）

受
付
期
間
●
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６
月

23
日
㈪
～
７
月
２
日
㈬　

②
郵
送
・
持
参

＝
６
月
23
日
㈪
～
26
日
㈭

第
１
次
試
験
日
●
９
月
７
日
㈰

国
税
専
門
官
採
用
試
験

あ
熊
谷
税
務
署
総
務
課
（
う
５
２
１
︲
２

９
０
５
）

対
象
●

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
か
た

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

▪
大
学
を
卒
業
し
て
い
る

▪
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

込
み

▪
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る

試
験
日
●
第
１
次
＝
６
月
８
日
㈰

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

警
察
官
募
集

あ
寄
居
警
察
署
警
務
課
（
う
５
８
１
︲
０

１
１
０
）

受
付
期
間
●
４
月
14
日
㈪
ま
で

第
１
次
試
験
日
●
５
月
11
日
㈰

1
Ⅰ
類

対
象
●
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
大
学
卒
業
（
見
込
み
）
の
か
た

採
用
予
定
人
数
●
男
性
２
０
０
人
、
女
性

25
人

2
Ⅱ
類

対
象
●
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
短
大
・
専
修
学
校

（
２
年
制
以
上
の
専
門
課
程
）
な
ど
を
卒

業
（
見
込
み
）
の
か
た
、
ま
た
は
大
学
に

２
年
以
上
在
学
し
、62
単
位
以
上
取
得（
見

込
み
）
の
か
た

採
用
予
定
人
数
●
男
性
20
人
、
女
性
10
人

3
Ⅲ
類

対
象
●
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
Ⅰ
類
・
Ⅱ
類
に
該

当
し
な
い
か
た

※
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
か
た
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数
●
男
性
70
人
、
女
性
10
人

4
国
際
捜
査
Ⅰ
類

対
象
●
Ⅰ
類
の
受
験
資
格
を
有
す
る
か
た

で
、
中
国
語
が
堪
能
な
か
た

採
用
予
定
人
数
●
１
人

5
武
道
・
体
育
指
導
Ⅰ
類

対
象
●
Ⅰ
類
の
受
験
資
格
を
有
す
る
か
た

で
、
卓
越
し
た
柔
道
ま
た
は
剣
道
の
技
術

を
有
す
る
か
た
。
い
ず
れ
も
段
位
が
４
段

以
上
（
大
学
卒
業
見
込
み
の
か
た
に
限
り

３
段
を
含
む
）
の
か
た

採
用
予
定
人
数
●
柔
道
２
人
、
剣
道
１
人

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０

１
）

　

よ
り
健
康
的
な
生
活
の
た
め
に
、
良
い

C
チ ャ ン ネ ル

hannel フカヤで、深谷に関する動画を配信中（か「チャンネルフカヤ Youtube」で検索） 広報ふかやの点字・テープ・ＣＤ版については、社会福祉協議会 ( ☎ 573 ‐ 6563) へ

６
５
６
１
）

1
入
門
コ
ー
ス

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
で

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
か
た

と
き
●
５
月
21
日
～
10
月
22
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
（
全
22
回
）
午
後
７
時
～
９

時定
員
●
先
着
40
人

2
基
礎
コ
ー
ス

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
で

入
門
講
座
を
終
了
し
た
か
た

と
き
●
５
月
14
日
～
11
月
５
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
（
全
25
回
）
午
後
７
時
～
９

時定
員
●
先
着
30
人

【
1 

2 

共
通
】

と
こ
ろ
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

受
講
料
●
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負

担
）点

訳
講
習
会（
初
級
）

あ
い
深
谷
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・
長な

が

尾お

さ
ん
（
う
５
７
１
︲
８
２
０
６
）

　

点
字
に
興
味
を
お
持
ち
の
か
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
か
た
、
点
字
を

学
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
で
点
字
を
初
め

て
学
ぶ
か
た

と
き
●
４
月
16
日
㈬
・
23
日
㈬
、
５
月
７

日
㈬
・
14
日
㈬
・
21
日
㈬
・
28
日
㈬
、
６

月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬
・
25
日
㈬

（
全
10
回
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

点
訳
活
動
室

定
員
●
10
人
程
度

受
講
料
●
１
，０
０
０
円
（
資
料
代
）

食
生
活
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
地
域
で
食
を
通
し

た
活
動
を
行
う
『
食
生
活
改
善
推
進
員
』

の
食
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
ご
家
族
の

健
康
管
理
の
た
め
に
役
立
て
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

対
象
●
市
内
在
住
者
（
原
則
７
日
間
す
べ

て
参
加
で
き
る
か
た
）

定
員
●
先
着
30
人

受
講
料
●
１
，５
０
０
円

い
４
月
16
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
問

い
合
わ
せ
先
へ

とき ところ 内容

5月14日㈬
午前9時30分～正午

深谷市保健
センター

開講式　オリエンテーション
講話『縁の下の力持ち　食生活改善推進員とは』
講話『健康について考えよう』『栄養素の基礎知識』

5月21日㈬
午前9時30分～正午

深谷市保健
センター

講話『生活習慣病予防のいろは』
講話『年代別食事のポイント』

5月28日㈬
午前9時30分～午後1時

深谷市保健
センター

講話『食品衛生・食中毒予防について』
調理実習『育ちざかりの朝ごはん！』

6月4日㈬
午前9時30分～11時30分

深谷公民館 
体育室

講義・運動実習『運動習慣を身につけよう』　目指せす
らっと美人　～ウオーキング＆ストレッチ～

6月11日㈬
午前9時30分～正午

深谷市保健
センター

講義・実習『これであなたも栄養士!?食品成分表の使い
方』『食事バランスガイドの活用術・献立の立て方』

6月18日㈬
午前9時30分～午後1時

深谷市保健
センター

講話『栄養価アップの裏ワザ　～働きざかりのあなた
へ～』　調理実習『働きざかりの晩ごはん！』

6月25日㈬
午前9時30分～午後1時

深谷市保健
センター

調理実習『食改さん直伝★おふくろの味』
閉講式

手
話
講
習
会

あ
い
社
会
福
祉
協
議
会
（
う
５
７
３
‐

大雪被害に対するお見舞いのため
石
い し

原
は ら

弘
ひろし

田野畑村長が来庁されました

　2月14日～15日にかけての大雪による深谷市内
の被害状況を受け、友好都市の岩手県田野畑村から
石原弘村長がお見舞いのため来庁されました。
　石原村長は深谷市議会の議場に登壇され、東日本
大震災にかかわる深谷市の皆さんからの支援に対す
るお礼の言葉を述べられました。また、今回の大雪
災害に対しては、一刻も早い復興を願っており、そ
のために、今後
も心を寄せあっ
て協力していき
たいと話されま
した。

◀田野畑村と村議会から
それぞれ見舞金をいただ
きました。

3月17日 市役所の連絡先

市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内

火災（消防車の出動）の問い合わせ

	 ●本庁舎　　　 　〠366‐8501 深谷市仲町11‐1	 　	 ☎571‐1211（代表）
	 ●岡部総合支所 　〠369‐0292 深谷市岡2381‐1	 　	 ☎585‐2211（岡部市民生活課）
	 ●川本総合支所 　〠369‐1192 深谷市田中197	 　	 ☎583‐2781（川本市民生活課）
	 ●花園総合支所 　〠369‐1293 深谷市小前田2345‐1	 ☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日　　　市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分まで
　　　　　　　（一部取り扱えない業務があります）

●テレホンサービス　☎0180 ‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

●テレホンサービス　☎0180 ‐99‐4431
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時と
こ
ろ
●
畠
山
重
忠
公
史
跡
公
園

内
容
●
郷
土
芸
能
（
重
忠
太
鼓
・
重
忠
節

踊
り
・
浦
安
の
舞
）、
川
本
地
区
福
寿
会

『
芸
能
大
会
』、
重
忠
石
投
げ
大
会
（
一
般

参
加
）、
い
す
取
り
ゲ
ー
ム
（
就
学
前
の

子
ど
も
が
対
象
）、
子
ど
も
綱
引
き
大
会

（
参
加
受
付
チ
ー
ム
）、
豪
華
商
品
が
当
た

る
抽
選
会
な
ど

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
春
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
４
月
19
日
㈯
午
後
７
時
～
（
雨
天

の
場
合
は
26
日
㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

お
は
な
し
会

あ
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

対
象
●
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
と
保
護
者

と
き
●
４
月
15
日
㈫
午
後
３
時
30
分
～
４

時と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

内
容
●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お

は
な
し
会
ユ
リ
』
に
よ
る
絵
本
・
紙
芝
居

な
ど中

山
道
深
谷
宿
本
舗

『
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
革
製
品
展
』

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐

０
０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

と
き
●
４
月
23
日
㈬
～
5
月
5
日
㈷

内
容
●
ワ
イ
ヤ
ー
で
作
る
輝
き
の
あ
る

花
・
ブ
ロ
ー
チ
と
鉢
物
、
革
製
品
約
１
５

０
点
を
展
示

出
展
●
梅う

め

沢ざ
わ

ゑ
し
の
さ
ん
・
河か

わ

田た

富と

美み

さ

ん

旬な情報を配信中♪一度読んだらクセになる深谷ねぎっこブログ（か「深谷ねぎっこ」で検索）

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

養
成
講
座

あ
㈶
日
本
消
費
者
協
会
（
う
03
‐
５
２
８

２
‐
５
３
１
１
）

　

消
費
生
活
の
専
門
家
と
し
て
活
動
す
る

た
め
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
修
了
生

は
、
各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
相
談
員
や
啓
発
員
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

と
き
●
６
月
２
日
㈪
～
７
月
中
旬
（
隔
週

ご
と
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
自
宅
学
習
）

受
講
料
●
８
８
，０
０
０
円
（
税
別
）

会
場
●
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
（
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町

３
‐
１
）

応
募
期
間
●
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

あ
い
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
等
専

用
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
（
う
０
４
８
‐
６
０
１

‐
２
２
２
９
）

対
象
●
40
歳
以
上
の
か
た

と
き
●
４
月
22
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
大
会
議
室

内
容
●
面
接
対
策

第
16
回
重
忠
ま
つ
り

あ
重
忠
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
う
５
８
３

‐
３
９
８
２
）

　

鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
武
将
畠は

た
け

山や
ま

重し
げ

忠た
だ

公
の
面
影
を
し
の
び
、
春
の
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
●
４
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２

８
７
６
５
）

　

今
年
の
夏
、
か
わ
い
い
動
物
た
ち
の
音

楽
隊
が
深
谷
に
や
っ
て
き
ま
す
。
本
格
的

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
、
映
画
音
楽
に
童
謡

ま
で
を
奏
で
る
動
物
た
ち
の
腕
前
は
か
な

り
の
モ
ノ
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る

演
奏
会
へ
よ
う
こ
そ
。

と
き
●
８
月
９
日
㈯
午
後
３
時
～

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演
●
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
（
金
管
五

重
奏
）、
弦つ

る

う
さ
ぎ
（
弦
楽
四
重
奏
）

演
奏
予
定
曲
●
ウ
ィ
リ
ア
ム
テ
ル
序
曲
、

と
な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
、
犬
の
お
ま

わ
り
さ
ん
ほ
か

入
場
料
（
全
席
指
定
）
●
１
，５
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料
、
３
歳
未
満
は
保
護
者

膝
上
鑑
賞
に
限
り
１
人
無
料　

前
売
り
●
４
月
19
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
問

い
合
わ
せ
先
の
ほ
か
、
花
園
文
化
会
館
ア

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館

内
容
●
６
回
の
練
習
後
、
10
月
12
日
㈰
開

催
の
『
深
谷
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
第
８
回
定
期
演
奏
会
』
に
て
、

楽
団
員
と
一
緒
に
演
奏
し
ま
す
。

曲
目
●
花
は
咲
く
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ

ン
バ
ー
中
心
で
演
奏
）、
大
学
祝
典
序
曲

（
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲
）

募
集
楽
器
●
バ
イ
オ
リ
ン
、ビ
オ
ラ
、チ
ェ

ロ
、フ
ル
ー
ト
、オ
ー
ボ
エ
、ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
ホ
ル
ン

定
員
●
30
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

指
導
●
深
谷
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団

参
加
料
●
１
，０
０
０
円

要
項
・
申
込
書
●
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

い
６
月
７
日
㈯
ま
で
に
、
申
込
書
を
問
い

合
わ
せ
先
へ

第
15
回
つ
く
し
・
た
ん
ぽ
ぽ
春
ま
つ
り

あ
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
（
う
５
７
２
‐
１

６
６
８
・
人
見
２
０
０
０
）

と
き
●
４
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
２
時

内
容
●
近
隣
施
設
の
製
品
販
売
、
ダ
ン
ス

な
ど介

護
者
の
つ
ど
い

あ
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・
森も

り

田た

さ

ん
（
う
５
７
１
‐
０
７
５
７
）

と
き
・
と
こ
ろ
●

①
４
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
・

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
４
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
・
福
祉
事
業
所
だ
ん
ら
ん

③
４
月
19
㈯
正
午
〜
午
後
３
時
・
コ
ー
プ

【
深
谷
に
ぎ
わ
い
夕
市
】

と
き
●
4
月
26
日
㈯
午
後
3
時
～
6
時

出
店
料
●
１
，０
０
０
円

ス
ペ
ー
ス
●
長
テ
ー
ブ
ル
１
台

【
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
】

利
用
料
●
普
通
自
転
車
１
日
＝
５
０
０

円
、
２
時
間
＝
２
０
０
円
、
電
動
自
転
車

１
日
＝
１
，０
０
０
円
、
２
時
間
＝
５
０

０
円あ

ぃ
ん

『
辻つ

じ

宣の
ぶ

夫お　

百
ひ
ゃ
く

童ど
う

百ひ
ゃ
っ

花か

譜ふ

展て
ん

』

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
・
深

谷
町
10
‐
24
）

内
容
●
絶
滅
危
惧
種
の
花
々
と
童ど

う

子じ

た
ち

の
水
彩
画

と
き
●
４
月
30
日
㈬
ま
で

夏
休
み
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

『
音
楽
の
絵
本
』

あ
深
谷
市
民
文
化
会
館
（
う
５
７
３
‐

ド
ニ
ス
、
午
前
10
時
か
ら
新
星
堂
ア
リ
オ

深
谷
店
、
八
木
橋
百
貨
店
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
（
う
０
５
７
０
‐
02
‐
９
９
９
９
・
Ｐ

コ
ー
ド
＝
２
２
５
‐
０
２
６
）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

あ
深
谷
市
民
文
化
会
館
（
う
５
７
３
‐

８
７
６
５
）

対
象
●
小
学
生
以
上
で
、
演
奏
経
験
が
あ

り
、
使
用
す
る
楽
器
を
用
意
で
き
る
か
た

と
き
●
７
月
5
日
㈯
・
19
日
㈯
、
８
月
2

日
㈯･

30
日
㈯
、
９
月
13
日
㈯
・
21
日
㈰

（
全
６
回
）
午
前
10
時
～
正
午

リアルタイムな情報発信、深谷市公式ツイッター（か http://twitter.com/Fukaya_City）

と
き
●
５
月
27
日
㈫
～
６
月
18
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後
５
時
30
分
（
月
曜
休
館
）

と
こ
ろ
●
県
立
近
代
美
術
館
（
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
常
盤
９
‐
30
‐
１
）

内
容
●
日
本
画
（
水
墨
画
を
含
む
）・
洋

画
（
版
画
を
含
む
）・
彫
刻
・
工
芸
・
書

（
篆て

ん

刻こ
く

・
刻
字
を
含
む
）・
写
真�

荒
川
流
域
の
い
き
も
の
絵
画
展

あ
川
の
博
物
館（
う
５
８
１
‐
７
３
３
３
）

　

荒
川
流
域
で
見
ら
れ
る
花
や
魚
、
鳥
な

ど
、
自
然
・
生
物
の
写
実
絵
画
展
で
す
。

自
然
の
美
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え

し
ま
す
。
ま
た
、
絵
に
描
か
れ
て
い
る
生

き
物
の
は
く
製
も
展
示
し
ま
す
。

と
き
●
５
月
６
日
㉁
ま
で
午
前
９
時
～

午
後
５
時

と
こ
ろ
●
川
の
博
物
館
（
寄
居
町
小
園

39
）深

谷
市
国
民
健
康
保
険

医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し

あ
保
険
年
金
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
１)

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
か
た
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
は
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で

み
ら
い
プ
ラ
ザ
深
谷

内
容
●
家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
と
の
交
流

あ
っ
た
か
村

あ
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
う
え
５

７
２
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ
ん
（
う
５

７
０
‐
１
８
７
６
）

と
き
●
開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
（
４

月
３
日
㈭
を
除
く
）、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
４
月

11
日
㈮
・
25
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

定
員
●
開
村
日
＝
先
着
20
〜
25
人
程
度
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
先
着
10
人
程
度

参
加
料
●
開
村
日
＝
利
用
者
８
０
０
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
０
０
円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ

＝
２
０
０
円

い
前
日
ま
で
に
、
開
村
日
は
鈴
木
さ
ん
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア『
体
験
談
＆
説
明
会
』

あ
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

募
集
課（
う
03
‐
５
２
２
６
‐
９
８
１
３
）

　

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
制
度
や
内
容
に
つ
い
て
説
明

会
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
技

術
系
・
医
療
系
・
教
育
系
・
農
業
系
・
ス

ポ
ー
ツ
系
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
あ
り

ま
す
。

と
き
●
①
４
月
９
日
㈬
午
後
７
時
～　

②

４
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～

と
こ
ろ
●
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

４
階
国
際
会
議
室
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

桜
木
町
１
‐
７
‐
５
）

第
64
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

あ
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
（
う
０
４
８

‐
８
３
０
‐
６
９
２
１
）

ふかや必読書 ３０

　「はらぺこあおむし」　　　　エリック・カール

　あたたかなあさ、はらぺこあおむし、
たんじょう！
　曜日ごとに増えていく食べ物の絵が、
小さなページから大きなページに広がっ
ていき、その果物にあおむしの食べた穴
があいているしかけ絵本にもなっていま
す。最後は、画面いっぱいに描かれた蝶
の美しさ。親子で楽しみましょう。

あ農業振興課（う574‐6648）
　２月14日、15日の大雪により被害を受
けた農業者の皆さんが1日も早く農業を再
開できるよう、国および県とも連携しなが
ら被害を受けた農業者の皆さんへの支援を
実施してまいります。
　主な支援の内容としては、次の通りで
す。
①倒壊した農業用ハウスなどの廃材の受け
入れ（当分の間延長・毎週水曜日）
②倒壊した農業用ハウスなどの撤去に掛か
る経費への支援
③農業用ハウスなどの再建・修繕に掛かる
経費への支援
④農薬購入費、肥料購入費、次期作物の種
苗などの購入費への支援
　各支援の内容などにつきましては、農林
水産省、県、市の各ホームページをご覧い
ただくか、お問い合わせください。

大雪で被害を受けた
農業者の皆さんへ
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児
童
扶
養
手
当
額
の
改
定

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶

養
手
当
の
手
当
額
が
、
４
月
か
ら
改
定
さ

れ
ま
す
。

手当額
（月額） 3月分まで 4月分から

全部支給 41,140円 41,020円

一部支給 41,130円〜
  9,710円

41,010円〜
  9,680円

※第2子以降の加算額や所得制限額の変
更はありません。

火
葬
場（
深
丘
園
）小
ホ
ー
ル

ご
利
用
案
内

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
３
）、

深し
ん

丘き
ゅ
う

園え
ん

（
う
５
８
５
‐
２
９
０
０
）

　

深
丘
園
で
は
、
少
人
数
（
20
人
以
内
）

で
葬
儀
を
行
う
た
め
の
小
ホ
ー
ル
を
備
え

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ル
の
使
用
料
は
無
料
で

す
。（
飲
食
不
可
・
冷
暖
房
費
設
備
使
用

実
費
1
回
＝
５
０
０
円
）

い
事
前
に
電
話
で
深
丘
園
へ

ペ
ッ
ト
火
葬
場（
深
丘
園
）

ご
利
用
案
内

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
３
）、

深し
ん

丘き
ゅ
う

園え
ん

（
う
５
８
５
‐
２
９
０
０
）

火
葬
の
種
別
と
時
間
●
単
独
火
葬
（
午
前

９
時
、午
後
１
時
30
分
）・
合
同
火
葬（
午

後
３
時
30
分
・
毎
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
友
引
の
日
お
よ
び
１
月
１
日
・
２
日
は

１
割
負
担
（
一
定
の
所
得
が
あ
る
か
た
は

３
割
）
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
特

例
措
置
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

【
見
直
し
の
内
容
】

①
４
月
２
日
㈬
以
降
に
70
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
か
た

　

70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
各
月
１
日
に

誕
生
日
の
か
た
は
そ
の
月
）の
診
療
か
ら
、

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

②
４
月
１
日
㈫
ま
で
に
70
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
か
た

　

４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
１

割
の
ま
ま
で
す
。

※
①
、
②
い
ず
れ
の
か
た
も
一
定
の
所
得

が
あ
る
か
た
は
、３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
障
害

者
手
当
な
ど
の
手
当
額
の
変
更

あ
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
こ
ど
も
青
少

年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
６
）、
特
別

児
童
扶
養
手
当
以
外
の
手
当
＝
障
害
福
祉

課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
お
よ
び
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
手

当
額
が
次
の
通
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

手当名 3月分まで 4月分から

特別児童扶養手当（１級） 50,050円 49,900円

特別児童扶養手当（２級） 33,330円 33.230円

特別障害者手当 26,080円 26.000円

障害児福祉手当 14,180円 14,140円

福祉手当
（経過措置分） 14,180円 14,140円

　

４
月
か
ら
相
談
日
を
変
更
し
ま
す
。

と
き
●
奇
数
月
の
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
４
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

多
額
の
借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

あ
関
東
財
務
局
多
重
債
務
相
談
窓
口
（
う

０
４
８
︲
６
０
０
︲
１
１
１
３
）

　
一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間
●
平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
設
工
事
紛
争
審
査
会

あ
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
事
務
局
（
県

土
整
備
部
県
土
整
備
政
策
課
内
（
う
０

４
８
‐
８
３
０
‐
５
２
６
２
）

　

建
設
工
事
請
負
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
に
導
く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

休
業
日

使
用
料
●
ペ
ッ
ト
の
大
き
さ
お
よ
び
火
葬

の
種
類
に
よ
り
使
用
料
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
事
前
に
電
話
で
深
丘
園
へ

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
相
談
室
の
変
更

あ
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
う
５
７
３
‐
４
７

６
１
）

1
女
性
の
悩
み
相
談
室

　

４
月
か
ら
次
の
通
り
変
更
し
ま
す
。

と
き
●
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
本
庁
舎
２
階
相
談
室

相
談
員
●
人
権
教
育
専
門
員

予
約
受
付
日
時
●
相
談
日
の
前
日
の
午
後

５
時
ま
で

2
弁
護
士
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
問
題
法
律
相
談

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
、
土
木
・
建
設
・
設
備
の
請
負
工
事
で

建
物
に
不
具
合
（
欠
陥
）
が
あ
る
、
契
約

し
た
は
ず
の
仕
様
と
異
な
る
、
請
負
代
金

の
支
払
い
が
滞
っ
て
い
る
な
ど
の
紛
争
に

つ
い
て
、
公
正
・
中
立
な
立
場
の
県
建
設

工
事
紛
争
審
査
会
委
員
が
、
当
事
者
双
方

の
言
い
分
を
お
聴
き
し
、
和
解
を
目
指
し

ま
す
。

遺
言
の
日
記
念
相
続
問
題
相
談
会

あ
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
う
０
４
８
‐
７
１
０
‐
５
６
６
６
）

　

埼
玉
弁
護
士
会
で
は
、
遺
言
の
日
を
記

念
し
て
、
弁
護
士
が
無
料
で
遺
言
お
よ
び

相
続
に
関
す
る
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
●
４
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
＝
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ
●
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
４
‐
２

‐
１
浦
和
高
砂
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階
）

初
心
者
剣
道
教
室

あ
市
剣
道
連
盟
・
高た

か
や
ま山

さ
ん
（
う
０
９
０

‐
４
７
２
７
‐
５
９
４
１
）

対
象
●
幼
稚
園
（
年
長
）
以
上
の
か
た

と
き
●
４
月
27
日
～
５
月
25
日
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
５
時
30
分
～

７
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館
（
４
月
27
日

は
豊
里
公
民
館
）

参
加
料
●
２
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

い
４
月
23
日
㈬
ま
で
に
、
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す

少
林
寺
拳
法
キ
ッ
ズ
小
学
生
教
室

（
前
期
）

あ
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
吉よ

し

野の

さ
ん
（
う

５
７
３
‐
１
７
９
８
）

対
象
●
５
歳
以
上
小
学
生
ま
で

と
き
●
５
月
８
日
～
29
日
ま
で
の
毎
週

火
・
木
曜
日
（
全
７
回
）
午
後
７
時
～
８

時と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
武
道
場

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
２
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

い
４
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
承
諾
印
が

必
要
で
す

初
心
者
弓
道
教
室

あ
市
弓
道
連
盟
・
矢や

木ぎ

さ
ん
（
う
５
７
５

‐
１
１
２
８
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
中
学
生
以
上

と
き
●
５
月
８
日
～
６
月
14
日
ま
で
の
毎

週
木
・
土
曜
日
（
全
12
回
）、
木
曜
日
＝

午
後
７
時
30
分
～
、
土
曜
日
＝
午
前
９
時

30
分
～
の
各
２
時
間

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

定
員
●
先
着
20
人

参
加
料
●
３
，５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
み
●
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
市
体
協

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

市
民
登
山
教
室

あ
市
山
岳
連
盟
・
相そ

う

馬ま

さ
ん
（
う
５
８
１

‐
６
２
１
９
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
で
、

小
学
校
５
年
生
以
上
の
健
康
な
か
た
（
小

東京成徳大学深谷中　１年（現2年）
田

た

村
む ら

彩
あ や

花
か

 さん

り
ま
す
。
こ
う
い
う
人
ま
か
せ
に
す
る
所

を
や
め
て
、
自
分
で
も
誰
か
の
た
め
に

な
れ
る
事
を
探
し
て
行
動
で
き
る
人
に

な
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

優
し
さ
＝
親
切
だ
と
思
い
ま
す
。
優

し
さ
が
あ
る
そ
の
先
に
、
誰
か
の
役
に

立
ち
、
助
け
る
と
い
う
行
動
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
中
に
あ
る
「
優

し
さ
」
を
行
動
に
移
し
て
、「
親
切
」
に

つ
な
げ
た
い
。そ
う
し
て
人
の
役
に
立
ち
、

困
っ
て
い
る
人
の
手
助
け
が
出
来
る
人
に

な
り
た
い
で
す
。
小
さ
な
事
で
も
い
い
の

で
日
々
優
し
さ
と
親
切
を
心
が
け
、
行

動
を
積
み
重
ね
て
、
い
つ
か
色
々
な
人
に

優
し
さ
や
親
切
が
大
事
だ
と
い
う
事
を

伝
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
優
し
い
気
持
ち

と
親
切
な
行
動
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
お
じ
い
さ
ん
に
席
を
ゆ
ず
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
優
し
さ

や
親
切
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。
も
し
、
考
え
る
時
間
が
な

け
れ
ば
、
今
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
勇
気
が
出
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
人
を
思
い
や
り
優
し
く

親
切
な
人
を
目
指
し
て
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
受
け
た

親
切
を
ほ
か
の
人
に
も
広
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。
み
ん
な
で
親
切
な

行
動
を
す
れ
ば
、
き
っ
と
親
切
な
行
動

に
助
け
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
な
る
よ
う
に
私
も
優
し
さ
と
親
切
を

育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　
優
し
さ
と
親
切

　

あ
る
日
、
私
が
電
車
に
乗
っ
て
い
た
と

き
に
、
私
の
座
っ
て
い
た
席
の
近
く
に
お

じ
い
さ
ん
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
と
っ
さ

に
席
を
ゆ
ず
ろ
う
と
は
思
い
ま
し
た
が
、

は
ず
か
し
く
、
ま
た
何
て
声
を
か
け
よ

う
か
迷
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
時
は
席
を
ゆ

ず
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
考
え
て
い
る
間
に
近
く
に
座
っ
て
い

た
お
ば
さ
ん
が
席
を
ゆ
ず
っ
て
い
る
の
を

見
て
、「
ど
う
し
て
声
を
か
け
ら
れ
な
か
っ

た
ん
だ
ろ
う
…
…
」
と
悔
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
ほ

う
が
若
い
し
、お
じ
い
さ
ん
の
近
く
に
座
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
一
言
、「
ど
う
ぞ
座
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
言
え
な
か
っ
た
こ
と
が

悔
し
い
で
す
。

　

そ
れ
以
来
、
同
じ
こ
と
は
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
あ
の

時
の
私
に
は
、
自
分
が
替
わ
ら
な
く
て

も
誰
か
が
…
…
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
勇
気
を
出
す
前
に
そ
ん
な

気
持
ち
が
邪
魔
を
し
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
に
は
、
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
…
…
と
い
う
甘
い
気
持
ち
が
あ
り
、

よ
く
人
ま
か
せ
に
し
て
し
ま
う
事
が
あ

あ病後児保育ステーションのぞみ（☎574 ‐
4340・西島2 ‐ 16 ‐ 1・佐々木病院内）
　仕事で会社を休めない保護者などのために、病
気の回復期にあるお子さんを預かります。
対象●市内在住で、病気の回復期にあり、病後児
保育の利用が可能と医師に判断された、生後6か
月～小学校3年生までの児童
※保護者に就労・疾病・事故・出産・冠婚葬祭な
どやむを得ない理由がある場合に限ります。
利用日時●月～金曜日午前8時～午後6時
利用期間●連続7日間まで（延長可）
定員●4人（予約順）
利用料●1日につき2,000円

（生活保護世帯および中国残
留邦人などの円滑な帰国の促
進および永住帰国後の自立の
支援に関する法律による支援
給付受給世帯は無料）
※飲食費1日につき400円（給
食・おやつ代）

病後児保育ステーション



202014.4. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

21 2014.4. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
で
、

小
学
生
以
上
の
か
た

と
き
●
５
月
９
日
～
平
成
27
年
３
月
27
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
８
時

定
員
●
先
着
10
人

と
こ
ろ
●
消
防
本
部

参
加
料
●
６
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
み
●
４
月
10
日
㈭
午
後
８
時
か
ら
メ

ー
ル
（
おfukaya.ac@

gm
ail.com

）
に

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
性
別
・
連
絡
先
を

ご
記
入
の
上
お
送
り
く
だ
さ
い
。

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

あ
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
金か

な

井い

さ
ん

（
う
０
９
０
‐
４
８
４
３
‐
５
１
８
２
）

①
一
般
（
９
人
制
男
女
別
）

と
き
●
５
月
11
日
㈰
集
合
＝
午
前
８
時
30

分

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▪
開
校
式　
６
月
４
日
㈬
午
後
７
時
～
・　

深
谷
公
民
館

▪
机
上
講
習
会　
７
月
17
日
㈭
午
後
７
時

～
・
深
谷
公
民
館

▪
閉
校
式　
９
月
18
日
㈭
午
後
７
時
～
・

深
谷
公
民
館

▪
山
行　
①
６
月
29
日
㈰
北
八
ヶ
岳
北
横

岳
・
縞し

ま

枯が
れ

山や
ま

（
長
野
県
）　

②
８
月
２
日

㈯
・
３
日
㈰
南
ア
ル
プ
ス
仙せ

ん

丈じ
ょ
う

ヶが

岳た
け

（
山

梨
県
）　

③
９
月
７
日
㈰
黒く

ろ

姫ひ
め

山や
ま（

長
野
県
）

定
員
●
先
着
45
人（
窓
口
受
け
付
け
35
人
、

メ
ー
ル
受
け
付
け
10
人
）

参
加
料
●
３
，０
０
０
円
（
保
険
料
を
含

む
・
実
技
講
習
費
用
に
つ
い
て
は
別
途
）

い
４
月
22
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
、
市
体
協

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
１
人
に
つ
き
、
２
人
ま
で
の
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
で
の
申
し

込
み
は
、
４
月
22
日
㈫
午
後
８
時
か
ら
メ

ー
ル
（
おfukaya.ac@

gm
ail.com

）
に

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
性
別
・
連
絡
先
を

ご
記
入
の
上
お
送
り
く
だ
さ
い
。

市
民
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
デ
ー

あ
市
山
岳
連
盟
・
岡お

か

田だ

さ
ん
（
う
０
４
９

５
‐
34
‐
１
５
７
５
）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
２
，０
０
０
円

代
表
者
会
議
●
５
月
27
日
㈫
午
後
７
時

～
・
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
研
修
会
議
室

い
代
表
者
会
議
時
に
、
参
加
料
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
大
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
お

よ
び
選
手
は
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
に
お
け
る

選
手
の
事
故
や
傷
害
に
対
し
主
催
者
は
一

切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

市
民
卓
球
大
会

あ
市
卓
球
連
盟
・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（
う
０
９
０

‐
４
７
０
８
‐
１
３
９
３
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
、
連

盟
登
録
者
お
よ
び
連
盟
が
認
め
た
か
た

と
き
●
５
月
11
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
～

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
２
，０
０
０
円

②
レ
デ
ィ
ー
ス
（
９
人
制
）

と
き
●
５
月
18
日
㈰
集
合
＝
午
前
８
時

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

参
加
料
●
連
盟
登
録
チ
ー
ム
＝
２
，０
０

０
円
、
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム
＝
５
，０
０

０
円

【
①
②
共
通
】

代
表
者
会
議
●
４
月
26
日
㈯
午
後
６
時

～
・
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
研
修
会
議
室

③
シ
ニ
ア
（
９
人
制
）

対
象
●
満
45
歳
以
上
の
か
た
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
で
、
コ
ー
ト
内
で
の
競
技
者
は

男
性
３
人
以
内
、
男
性
は
バ
ッ
ク
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
ま
す
。

と
き
●
６
月
１
日
㈰
集
合
＝
午
前
８
時
30

分

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
①
【
シ
ン
グ
ル
ス
男
女
別
】
一
般

の
部
、
シ
ニ
ア
の
部
（
45
歳
以
上
）、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
（
60
歳
以
上
）、
高

校
の
部
、
中
学
の
部
、
パ
パ
の
部
・
マ
マ

の
部
（
初
心
者
）

②
【
ダ
ブ
ル
ス
男
女
別
】
Ａ
の
部
、
Ｂ
の

部
（
初
心
者
）

参
加
料
●
【
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般
・
シ
ニ

ア
・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
・
パ
パ
・
マ
マ
＝

８
０
０
円
、
高
校
生
＝
６
０
０
円
、
中
学

生
＝
４
０
０
円
【
ダ
ブ
ル
ス
】
１
ペ
ア
＝

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

い
４
月
24
日
㈭
ま
で
に
、
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

お
楽
し
み（
５
km
）ウ
オ
ー
ク

あ
市
歩
け
歩
け
協
会
・
本も

と

木ぎ

さ
ん
（
う
５

７
２
‐
４
３
４
０
）

対
象
●
オ
ー
プ
ン
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

と
き
●
５
月
11
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
集
合

＝
南
公
民
館
駐
車
場
前
・
午
前
９
時
30
分

コ
ー
ス
●
南
公
民
館
（
午
前
10
時
出
発
）

～
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
～
多
目
的
広
場
（
昼

食
休
憩
）
～
南
公
民
館
（
午
後
２
時
到
着

予
定
）

参
加
料
●
一
般
＝
３
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
・
当
日
集
金
）、
会
員
＝
無
料

持
ち
物
●
弁
当
、
雨
具
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

トい
当
日
集
合
場
所
で
受
け
付
け

全
国
一
斉『
あ
そ
び
の
日
』深
谷
会
場

み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク
遊
び
ん
ピ
ッ
ク

あ
市
レ
ク
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
う

５
７
２
‐
９
５
８
１
）

と
き
●
５
月
11
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
●
深
谷
小
学
校
校
庭
（
雨
天
時
は

深
谷
小
学
校
体
育
館
）

内
容
●
鬼
ご
っ
こ
、ベ
イ
ゴ
マ
、け
ん
玉
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
、
ふ
っ
か
ち

ゃ
ん
折
り
紙
な
ど

参
加
料
●
１
人
＝
１
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

い
市
内
各
小
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
チ

ラ
シ
（
公
民
館
に
も
あ
り
ま
す
）
の
参
加

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
当

日
会
場
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
だ
け
で
の
参
加
は
保
護
者
の
承

諾
が
必
要
で
す
。

深
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

あ
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
生
涯
学

習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
て
楽
し
く
活

動
し
ま
せ
ん
か
？
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
奉
仕
活
動
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
●
小
学
１
年
生
以
上

種
目
●
サ
ッ
カ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
少
年

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
空
手
道
・
柔

道
・
剣
道
・
テ
ニ
ス
・
器
械
体
操

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室（
４
〜
６
月
）

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

1
ラ
テ
ン
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と
き
●
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時

2
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
～
11
時

3
ら
く
ら
く
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
正
午
～
午
後
１
時

4
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ラ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
後
８
時
15
分
～
９

時
15
分

5
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

6
ら
く
ら
く
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と
き
●
毎
週
木
曜
日
午
前
11
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

7
ダ
ン
ベ
ル
サ
ー
キ
ッ
ト
教
室

と
き
●
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～
11
時

8
入
門
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
金
曜
日
午
前
11
時
45
分
～
午

後
０
時
45
分

9
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

と
き
●
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分

�
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
土
曜
日
午
後
８
時
～
９
時

【
各
教
室
共
通
事
項
】

対
象
●
18
歳
以
上
の
か
た

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
研
修
会

議
室

定
員
●
各
先
着
30
人

参
加
料
●
１
回
４
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
時
間
内
に
参
加

さ
れ
る
か
た
は
無
料

※
回
数
券
の
利
用
可

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
休
館
日

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
で
は
、
建
物
・

設
備
類
の
定
期
点
検
お
よ
び
特
別
清
掃
の

た
め
、
次
の
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
受
け
付
け
は
午
後
５
時
ま

で
行
い
ま
す
。

休
館
日
●
５
月
30
日
㈮
、
９
月
８
日
㈪
、

11
月
20
日
㈭
、
12
月
28
日
㈰
～
平
成
27
年

１
月
４
日
㈰

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

*

友
好
都
市
田
野
畑
村
へ
の
職
員
派
遣

を
継
続

あ
人
事
課
（
う
５
７
４
︲
６
６
３
６
）

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
引
き
続
き

今
年
度
も
、
友
好
都
市
岩
手
県
田
野
畑
村

の
復
興
支
援
の
た
め
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
期
間
●
４
月
～
平
成
27
年
３
月

内
容
●
土
木
技
師
２
人
派
遣

　

業
務
は
、
高
台
移
転
集
落
へ
の
交
通
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
現
道
拡
幅
整

備
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

建
設
工
事
等
入
札
参
加
申
請

追
加
受
付

あ
契
約
検
査
課
（
う
５
７
４
︲
６
６
３
４
）

　
建
設
工
事
、
設
計
調
査
測
量
業
務
、
土

木
施
設
維
持
管
理
業
務
で
、
市
の
入
札
に

参
加
す
る
た
め
の
入
札
参
加
申
請
（
平
成

25
・
26
年
度
）
の
追
加
受
け
付
け
を
、
４

月
30
日
㈬
ま
で
（
新
規
申
請
は
23
日
㈬
ま

で
）
県
の
共
同
受
付
で
行
い
ま
す
。
共
同

窓
口
は
県『
入
札
審
査
課
』と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

あ
深
谷
商
工
会
議
所
（
う
５
７
１
︲
２

１
４
５
）、
ふ
か
や
市
商
工
会
（
う
５
８

４
︲
２
３
２
５
）、
商
工
振
興
課
（
う
５

あ市民税課（う574‐6637）
　個人住民税の特別徴収とは、事業主（給与支払
者）が従業員（納税義務者）に代わり、毎月従業
員に支払う給与から個人住民税（市・県民税）を
天引きし、納付していただく制度です。
　市と県では、平成27年度には、原則としてす
べての給与支払者を特別徴収義務者に指定する取
り組みを進めています。特別徴収を行っていない
事業主の皆さんは、早期に特別徴収の手続きをす
るか、平成27年度までには円滑に切り替えられ
るように準備してください。

特別徴収の対象となるかた

　原則すべての従業員（パート、アルバイト、役
員などを含む）
※給与が毎月支給されていないかた、均等割非課
税のかたなど、一部例外があります。

特別徴収にする利点

　従業員のかたにとっては、金融機関へ納税に出
向く手間を省くことができ、納付を忘れる心配が
ありません。また、普通徴収の納期が年4回であ
るのに対し、特別徴収は年12回なので1回当たり
の負担が少なくて済みます。
　個人住民税の税額計算は市が行いますので、事
業主は、所得税のように税額の計算や年末調整を
する手間が掛かりません。また、従業員が常時
10人未満の場合は、市の承認を受け年12回の納
期を年2回にする制度（納期の特例）を利用でき
ます。

個人住民税の特別徴収（給与天引き
による納付）を徹底します
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4月のご案内
※4月6日㈰から④の開始時間が変更になります

定期上映時間
①午前10	時30分～
②午後  1	時30分～
③午後  4	時30分～
④午後  8	時00分～

通常料金　1,000円
あNPO市民シアター・エフ
（☎551-4592）
※火曜日定休

●
か
ぐ
や
姫
の
物
語
（
日
本
・
１
３
７
分
）

と
き　

４
月
５
日
㈯
ま
で
①
②

※
４
月
５
日
㈯
②
は
予
約
満
席
の
た
め
当

日
券
無
し

内
容　

宮
崎
駿
と
並
ぶ
ジ
ブ
リ
の
名
匠
・

高
畑
勲
監
督
が
描
く
新
感
覚
の
童
話
ア
ニ
メ

●
鑑
定
士
と
顔
の
な
い
依
頼
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
・
１
３
１
分
）

と
き　

４
月
５
日
㈯
ま
で
③
④

内
容　

謎
め
く
女
性
か
ら
美
術
品
の
鑑
定

依
頼
を
受
け
た
鑑
定
士
が
辿
り
着
く
真
実

●
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し

（
日
本
・
１
０
８
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

４
月
６
日
㈰
～
12
日
㈯
①

内
容　

牛
の
生
育
か
ら
解
体
・
販
売
を
行

う
家
族
経
営
肉
店
の
人
間
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

●
く
じ
け
な
い
で　
（
日
本
・
１
２
８
分
）

と
き　

４
月
６
日
㈰
～
12
日
㈯
②
③
④

内
容　

詩
人
柴
田
ト
ヨ
の
人
生
を
自
伝
的

に
描
く
感
動
作

●
野
ゆ
き
山
ゆ
き
海
べ
ゆ
き
〈
質
実
黒
白

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
〉　　
（
日
本
・
１
３
５
分
）

と
き　

４
月
13
日
㈰
～
19
日
㈯
①

内
容　

戦
時
下
の
漁
村
で
美
少
女
を
め
ぐ

る
理
不
尽
と
少
年
た
ち
を
描
く
大
林
宣
彦

監
督
の
重
厚
感
あ
ふ
れ
る
傑
作 

●
少
女
は
自
転
車
に
の
っ
て　

（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
独
・
97
分
・
字
幕
）

と
き　

４
月
13
日
㈰
～
19
日
㈯
②
③
④

内
容　

自
ら
の
自
転
車
獲
得
の
た
め
、
希

望
を
胸
に
突
き
進
む
少
女
の
純
真
無
垢
な

情
熱
に
世
界
が
絶
賛
し
た
感
動
作

●
永
遠
の
０ゼ

ロ　
　
　
（
日
本
・
１
４
４
分
）

と
き　

４
月
20
日
㈰
～
26
日
㈯
④
、
４
月

27
日
㈰
～
５
月
３
日
㈷
①
②
③
④

内
容　

名
機
零
戦
と
そ
の
搭
乗
員
と
の
命

運
を
め
ぐ
る
悲
劇
の
物
語

●
武
士
の
献
立　
　
（
日
本
・
１
２
１
分
）

と
き　

４
月
20
日
㈰
～
26
日
㈯
①
②
③

内
容　

包
丁
侍
と
し
て
料
理
の
腕
を
振
る

っ
た
武
家
に
嫁
い
だ
主
人
公
の
人
間
ド
ラ
マ

※
上
映
情
報
は
予
定
で
す
。
予
告
な
し
に

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

７
４
︲
６
６
５
０
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業
資
金
を

必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
中
小
企
業
者
の
皆
様
に
と
っ
て

利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
市
内
商
工
団
体
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

制度
融資名

融資
限度額

融資
利率 融資期間 信用

保証料

小口資金 1,250万円 1,70％

運転資金
10年

設備資金
12年

0.45〜
1.59％

特別
小口資金 1,250万円 1,70％

運転資金
10年

設備資金
12年

0.80％

※
利
率
は
３
月
31
日
現
在
の
も
の
で
す
。

今
後
、
市
場
金
利
の
動
向
な
ど
に
よ
り
改

正
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
随
時

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
制
度
と
も
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
付
す
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

※
小
口
資
金
、
特
別
小
口
資
金
を
利
用
し

た
か
た
が
期
間
内
に
完
済
し
た
場
合
、
完

済
奨
励
金
を
補
助
し
ま
す
。

※
中
小
企
業
近
代
化
経
営
資
金
と
中
小
企

業
緊
急
運
転
資
金
の
新
規
申
し
込
み
は
、

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
起
業
を
応
援
し
ま
す
！

新
規
起
業
者
の
補
助
金
支
援

あ
深
谷
商
工
会
議
所
（
う
５
７
１
︲
２

１
４
５
）、
ふ
か
や
市
商
工
会
（
う
５
８

４
︲
２
３
２
５
）、
商
工
振
興
課
（
う
５

７
４
‐
６
６
５
０
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
市
内
で
新
た
に
事

業
を
開
始
し
、
申
請
時
に
事
業
を
開
始
し

て
か
ら
６
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
か
た

（
そ
の
ほ
か
要
件
あ
り
）

補助対象経費
区分 内訳 補助率 補助限度額

事業所等
開設経費

▪事業所などの開設にかかわる設備・
備品購入費
▪設備設置などの経費（消耗品費お
よび税の性質を有するものは除く）

2分の1以内 10万円

広告宣伝費 ▪事業開始時における新聞広告費
▪チラシの製作や配布に要する経費 2分の1以内 10万円

商業登記費 ▪（法人）設立登記に要する費用
▪（個人）商号登記に要する費用 2分の1以内 10万円

※国や県、他の団体などから起業に関連する補助金の交付を受けた場合は、補助
対象経費から除きます。	

い
申
請
書
類
・
必
要
添
付
書
類
を
そ
ろ

え
て
商
工
振
興
課
へ

※
市
内
商
工
団
体
の
推
薦
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
「

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
制
度

あ
環
境
課
（
う
５
８
５
‐
５
１
５
０)

対
象
●
平
成
26
年
度
内
に
電
力
会
社
へ
の

売
電
を
開
始
し
た
10 

kW
未
満
の
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

補
助
件
数
●
３
０
０
件

補
助
額
●
１
件
に
つ
き
８
万
円

※
対
象
条
件
や
申
請
方
法
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

『
平
成
26
年
度
深
谷
市
障
害
者

優
先
調
達
推
進
方
針
』を
策
定

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

平
成
26
年
度
深
谷
市
障
害
者
優
先
調
達

推
進
方
針
は
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に

基
づ
き
策
定
し
た
も
の
で
、
市
が
行
う
調

達
の
範
囲
や
目
標
額
を
定
め
ま
し
た
。

　

市
が
物
品
や
役
務
の
調
達
を
行
う
際

に
、
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
優
先
的
・

積
極
的
に
購
入
す
る
こ
と
で
、
障
害
の
あ

る
人
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

環
境
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
水
道
工
務
課（
う
５
７
４
︲
６
６
６
１
）

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

▪
根ね

岸ぎ
し

設
備
（
比
企
郡
小
川
町
・
う
０
４

９
３
︲
72
︲
２
８
８
８
）

戸
田
競
艇
開
催
日

あ
財
政
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
２
）

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
が
主
催
す
る
戸

田
競
艇
の
収
益
金
は
、
市
の
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
催
日
●
４
月
19
日
㈯
〜
24
日
㈭
、
５
月

９
日
㈮
〜
12
日
㈪
・
21
日
㈬
〜
26
日
㈪
、
６

月
５
日
㈭
〜
８
日
㈰
・
20
日
㈮
〜
23
日
㈪

宝
く
じ
助
成

あ
自
治
振
興
課（
う
５
７
４
︲
８
５
９
７
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
平
成
25
年
度
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
、

西
島
町
自
治
会
が
屋
台
見み

送お
く
り

幕ま
く

を
購
入
し

ま
し
た
。

▲西島町自治会

大
おお

澤
さわ

はるさん（高畑）2月23日生

100歳祝!!

深谷ねぎっこ

一度読んだらクセになる
深谷ねぎっこブログ
深谷の旬な情報を配信中♪

平成26年度　市税の納付月
あ納税＝収税課（う574 ‐ 6639）、市県民税・軽自動車税＝市民税課（う574 ‐ 6637）、固定資産税
＝資産税課（う574 ‐ 6638）、国民健康保険税＝保険年金課（う568 ‐ 5001）

納付月
と

納期限
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

科　目 6月2日
㈪

6月30日
㈪

7月31日
㈭

9月1日
㈪

9月30日
㈫

10月31日
㈮

12月1日
㈪

12月25日
㈭

2月2日
㈪

3月2日
㈪

市県民税 1期 2期 3期 4期

固定資産税
（都市計画税） 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
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ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子のた
めのおはなし会 絵本、紙芝居、手遊びなど

4月10日㈭
5月  8日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／0～3歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会 絵本、ストーリーテリング（語り）、紙芝居など 4月26日㈯
午前10時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 えいが会 赤いカーネーション（10分）、おかあさん

のやさしい手（20分）
4月19日㈯
午前11時～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居、折り紙 4月12日㈯

午後2時〜 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

１部：紙芝居と映画『10ぴきのかえる』20分
２部：絵本、紙芝居、エプロンシアター、手品、
手遊びなど

5月  3日㈷
午後2時〜 対象／幼児・小学校低学年

■図書館休館日（４館共通）　【4月】  7日㈪、11日㈮、14日㈪、21日㈪、28日㈪、30日㈬
　　　　　　　　　　　　　【5月】  7日㈬、9日㈮、12日㈪、19日㈪、26日㈪
■こどもの読書週間行事（４館共通）
4月23日㈬～5月11日㈰のこどもの読書週間に、『むかしの遊びで遊んでみよう！』をテーマに、関連する図書の展示・紹
介・貸し出しを行います。

図書館

パソコン教室
ところ 講座名 内容 とき（5月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎�571‐0506

インターネット
入門

ホームページの閲覧、お気に入
りへの登録など

7日㈬
8日㈭

午前9時～
11時45分

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

Word中級 ビジュアルな文書の作成（ワー
ドアート、表の作成など）

28日㈬
29日㈭

先着
18人

500円
（資料代）

Word入門受講者また
は、同レベルのかた

上柴公民館
☎�572‐9001

ペイントソフト
で画像を加工

アクセサリのペイントソフ
トを使って画像編集を学ぶ 14日㈬ 先着

12人
500円

（資料代）
パソコンの基本操作
ができるかた

エクセルで 家
計簿をつけよう

テンプレートの家計簿をダウン
ロードし、入力、項目変更など 15日㈭ 先着

20人
500円

（資料代）
パソコンの基本操作
ができるかた

スライドショー
DVDを作ろう

デジカメ写真をDVDにして、テレ
ビやパソコンで見てみる

22日㈭
23日㈮

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた
あい4月24日㈭午前9時から参加料を上記の公民館へ（受付は平日の午後5時15分まで）

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ かhttp://www.city.fukaya/saitama.jp/ ■モバイルサイト Ｂhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/mobile/

※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがありますので、事前にご確認ください。

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談室 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

こども青少年課
家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 こども青少年課

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談 午前10時30分～午後6時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時30分

市役所西別館
会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談

毎月第１火曜日午前9時～正午
※受け付けは市民課へ

市役所西別館
会議室 

交通事故相談 交通事故相談所
☎048‐830‐2963 交通事故に関する相談 月～金曜日

午前9時～午後4時30分
県庁第2庁舎
交通事故相談所

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登校・
いじめ・非行など、学校生活上
の不適応や悩みについての相
談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の困
り事や悩みなどの相談
※事前予約も可

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

女性の悩み相談室 L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第1・3水曜日
午前10時〜正午、午後1時～3時

市役所本庁舎2階
相談室

ＤＶ問題法律相談 L・フォルテ
☎573‐4761

配偶者やパートナーからの暴
力などに関する相談　予約制 5月15日㈭午後1時30分～4時 キララ上柴

ミーティングルーム2

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関する
相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 内職・就職相談室
☎573‐1171

内職の仕事紹介、内職求人の
受け付け、就職相談　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

求人情報提供、職業相談・紹介
※雇用保険など一部業務はハ
ローワーク熊谷のみ取り扱い

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

深谷若者サポートステーション 深谷若者サポートステーション
☎577‐4727

就労や進路に悩みを抱えている
若者と保護者の相談　予約制

月・水～土曜日
午前9時30分～午後5時30分

七ッ梅酒造跡
（深谷町9‐12）

乳幼児相談 保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談

（希望者）

4月  7日㈪午前10時～11時30分
4月14日㈪午前10時～11時30分
4月21日㈪午前10時～11時30分
4月25日㈮午前10時～11時30分

おかべ子育て支援センター
深谷市保健センター
川本保健センター
花園公民館

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制 4月23日㈬午後1時～2時 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15〜34歳までの引きこもり
などに関する相談

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 こども青少年課

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

4月22日㈫
午前10時～11時、午後5時30分～
6時30分

熊谷保健所

グリーンパーク・パティオ（☎574‐ 5000・火曜日休館）
■市民限定2割引券を市役所本庁舎・総合支所・公民館で配布していますのでご利用ください。

営業時間 入場料
午前10時～午後9時(最終入場は午後8時15分) 一般＝1,000円、中学生＝500円

行事名 とき・内容 備考

ラウンドフィットネス 1回30分程度の運動で運動不足を解消
※その他、各種フロア教室を開催しています。 参加料／一般＝300円、プール利用者＝無料

4月無料園芸相談 専門相談員の相談日は4月20日㈰ 花き振興担当職員の相談は、随時受け付
けています。

チューリップが見ごろ
を迎えます

約34,000球のチューリップが、4月上旬ごろから見ご
ろを迎えます。

※開花状況は天候にもよりますので、
ホームページをご覧ください。

デジタルカメラを使う
写真教室

4月12日㈯午後1時30分～3時
ほ場のチューリップを撮影
講師／増

ま す

田
だ

茂
しげる

氏（写真家）

集合／フラワーホスピタル　参加料／800円
定員／15人
対象／小学校5年生以上
い4月10日㈭までに往復はがきでパティオへ

フラワーアレンジメン
ト教室

5月  3日㈷
①午前10時30分～正午　②午後1時30分～3時

『母の日ギフト』を作ります。
講師／藤

ふ じ

野
の

聖
せ い

子
こ

氏（日比谷花壇）

参加料／800円　定員／各15人
対象／小学生以上(低学年は要保護者同伴)
い4月26日㈯までに往復はがきでパティオへ

チューリップ球根掘り
イベント

5月  4日㈷午前9時～（小雨決行）
※悪天候の場合は5月5日㈷へ順延 集合／グリーンパーク内ほ場
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4月  8日㈫
（受け付け：午前9時45分〜
10時）

おおむね3〜5か月児
※1週間前までに要電話予約
（託児を希望されるかたは、予約時にご相談ください）

5月13日㈫

5月16日㈮

全区域
離乳食教室

花園

深谷

指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室、離乳食教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

川本 川本保健センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

事業名 対象者区域 会場 実施日時 対象者など

※『乳幼児相談』や『健康相談』などをご利用のかたは、25ページの『各種無料相談』をご覧ください。

花園

4月  3日㈭

（受け付け：午後1時〜2時）

平成22年  9月  1日〜  9月24日生まれ
4月17日㈭

5月  8日㈭

平成22年  9月25日〜10月31日生まれ5月22日㈭

5月29日㈭

4月25日㈮ 平成22年  9月  1日〜 10月31日生まれ

深谷/岡部 深谷

3歳児
健康診査

川本/花園 川本

4月11日㈮

（受け付け：午後1時〜1時
30分）

5か月以上12か月未満
※集団接種を希望するかたは電話で保健
センターにご予約くだいさい。個別接種を
希望するかたは直接医療機関にご予約く
ださい。

4月23日㈬

5月  7日㈬

5月21日㈬

BCG予防接種
総合全区域

4月  4日㈮

（受け付け：午後1時〜1時
30分）

平成25年11月16日〜12月15日生まれ4月  8日㈫

4月15日㈫

5月  1日㈭
平成25年12月16日〜
平成26年  1月15日生まれ5月13日㈫

5月20日㈫

4月  9日㈬ 平成25年11月  1日〜12月15日生まれ

5月27日㈫ 平成25年12月16日〜平成26年1月31日生まれ

深谷/岡部

川本/花園

4か月児
健康診査

深谷

川本

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談『
♯
８
０
０
０
』

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
～
土
曜
日
）午
後
７
時
～
翌
日
午
前
７
時

　
　
　
　
　

休
日（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
～
翌

　
　
　
　
　

日
午
前
７
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か『
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
』で
検
索

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/mobile/

　　　　　   4月  5日・  6日・12日・13日・19日・20日・26日・27日・
　　　　　　     29日
　　　　　   5月  3日・  4日・  5日・  6日・10日・11日・17日・18日・
　　　　　　     24日・25日・31日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　 小児科・内科（こども）

　　　　　   4月  6日・13日・20日・27日・29日
　　　　　   5月  3日・  4日・  5日・  6日・11日
　　　　　　　  18日・25日

　　　　　 午前9時〜正午
　　　　　 （受け付け：午前9時〜11時30分）
　　　　　 午後2時〜5時
　　　　　 （受け付け：午後2時〜  4時30分）

　　　　　 内科・小児科

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（☎573‐7723・常盤町62‐2）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/mobile/

4月10日㈭

（受け付け：午後1時〜2時）

平成24年  9月  1日〜10月  6日生まれ4月18日㈮

4月30日㈬

5月15日㈭
平成24年10月  7日〜10月31日生まれ

5月23日㈮

5月28日㈬ 平成24年  9月  1日〜10月31日生まれ

深谷/岡部

1歳6か月児
健康診査

川本/花園

深谷

花園

とき 休日診療医院名 問い合わせ

4月20日㈰ 矢部耳鼻咽喉科 ☎574‐3535

4月29日㈷ 石川アイクリニック ☎572‐6315

とき 休日診療医院名 問い合わせ

4月  6日㈰ 石川医院耳鼻咽喉科 ☎571‐0038

4月20日㈰ 清水眼科医院 ☎581‐0378

4月11日㈮
午前9時20分～正午

（受け付け：午前9時10分～
9時20分）

おおむね妊娠中期（16〜27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約
▪たまごコース：妊娠中の保健、母乳につい
て、アロマ体験、シートベルト、チャイルドシ
ートについて
▪クッキングコース：妊娠中の栄養につい
て、調理実習
▪ひよこコース：保育実習（赤ちゃんの抱き
方、お風呂の入れ方、オムツ交換など）、お父
さんの妊婦体験、市の保健事業の話

5月  9日㈮
午前9時30分～午後0時30
分（受け付け：午前9時20分
～9時30分）

4月19日㈯ 午前9時30分～正午
（受け付け：午前9時20分～
9時30分）5月17日㈯

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

全区域 深谷

たまご
コース

ひよこ
コース

クッキング
コース

花園



282014.4. 広報ふかや29 2014.4. 広報ふかや

　子育て支援センターは、未就学児と保護者を対象に育児相談・支援を行う施設です。
　主に育児相談や、施設を自由に利用できる広場を実施するほか、毎月、さまざまな事業を行っています。
※事業により年齢制限がありますので、備考欄をご確認ください。記載がない場合は、未就学児と保護者です。

事業名 内容 とき ところ 備考

明　戸   明戸子育て支援センター ☎573‐5115

火～土曜日 午前8時30分～午後5時おかべ   おかべ子育て支援センター ☎585‐4101

川　本   川本子育て支援センター ☎583‐2233

深　谷   深谷保育園ハート・PoPo子育て支援センター ☎551‐6333

月～土曜日 午前8時30分～午後5時深谷西   深谷西保育園ハート・PoPo子育て支援センター ☎573‐0005

藤　沢   深谷藤沢保育園ハート・PoPo子育て支援センター ☎551‐5055

すみれ   すみれ保育園子育て支援センター ☎571‐2770 月・水・金曜日 午前8時30分～午後1時30分

あけぼ   あけぼの保育園子育て支援センター ☎572‐0022 月～金曜日 午前9時30分～午後2時30分

エンゼ   エンゼル子育て支援センター ☎585‐0462 月～金曜日 午前8時30分～午後1時30分

ふ　き   子育て支援ふきのとう ☎585‐1491 月～金曜日、土曜日（月2回・園庭開放のみ）午前8時30分～午後1時30分

川のこ   川本のこキッズ保育園子育て支援センター ☎583‐2771 火・水・金曜日 午前9時30分～午後2時30分

花園二   花園第二保育園子育て支援センターオアシス ☎584‐2266 月～金曜日 午前10時～午後4時

桜ケ丘   桜ケ丘子育て支援センター ☎571‐6941 火～土曜日 午前9時～午後5時

◆予約制のものは、前月10日からお申し込みいただけます。なお、お休みや事業を行っている時は、電話に出られない場合があります。

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

水曜日(5月21日･28日を除く)
午前10時30分～11時30分 明戸・おかべ・川本 詳細はお問い合わせ

ください。
5月14日㈬･21日㈬午前10時30分～11時30分 桜ケ丘 先着20組、要予約

お散歩体験 春の草花を探しに行きましょう 4月16日㈬・23日㈬
午前9時30分～10時30分 すみれ 要予約、天候により

変更あり
親子で散歩を楽しみましょう 4月10日㈭午前10時30分～11時30分 ふき 天候により変更あり

身体測定会 身長・体重をはかってみま
しょう

4月25日㈮、5月23日㈮午前10時～11時 花園二
5月  8日㈭午前10時～11時 ふき

お誕生会 みんなでお祝いしましょう 4月24日㈭午前10時30分～11時 ふき
4月25日㈮、5月23日㈮午前11時～11時30分 花園二
5月28日㈬午前10時30分～11時30分 明戸・おかべ・川本
5月28日㈬午前10時30分～11時30分 桜ケ丘 要予約

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本や
お話の読み聞かせです

火・水曜日午前9時30分～11時 川のこ 要予約
水曜日午前11時～11時15分 花園二
金曜日午前10時30分～11時30分 明戸・おかべ・川本 詳細はお問い合わせください。
4月22日㈫、5月27日㈫午前10時30分～11時 あけぼ 先着順、要予約
5月2日㈮・16日㈮午前10時30分～11時 桜ケ丘 先着20組、要予約

こどもの日製作 子どもの日にちなんだ製作を　　
します。季節の歌やお遊戯も
楽しみたいと思います

4月15日㈫・22日㈫午前10時〜正午 深谷
4月16日㈬・23日㈬午前10時〜正午 藤沢
4月17日㈭・24日㈭午前10時〜正午 深谷西

親子でこいのぼりを作ってみ
ましょう

5月1日㈭午前10時～11時30分 ふき
5月1日㈭午前10時30分～正午 川のこ 要予約

事業名 内容 とき ところ 備考

リトミック 専門講師による音楽・リズム
遊びを親子で楽しみます 4月24日㈭午前11時～正午 エンゼ 要予約

季節の遊び 季節に合った製作を親子で
楽しみます 木曜日午前9時30分～正午 エンゼ 要予約

ジュニア 小さいお子さんを持つお母さん
に役立つ遊びがいっぱいです 4月21日㈪・28日㈪午前10時～正午 深谷

体験保育 親子で保育園体験 水曜日午前中 ふき 要予約

ハートフル広場 お子さんの発達について、保
健師がアドバイスします 5月20日㈫午前10時～11時30分 川本

サークルづくり 親子で一緒にお友だちづくり
をしませんか 5月21日㈬午前10時30分～11時30分 明戸、おかべ、川本 平成24年度生まれの

子と親、先着20組

あおぞら散歩 親子でピザ作り・散歩を楽し
みましょう 5月30日㈮午前10時30分～正午 緑の王国（現地集合） 要予約（ピザ代実費）、先着10組

あ花園二

おやつづくり ミニパンを親子で作ろう 5月15日㈭午前10時～11時 ふき

ジムナスティック 親子体育・英語あそび 4月14日㈪午前10時～正午 深谷ビッグタートル あ深谷・深谷西・藤沢

パワフルらんど わくわく・おはなし教室が、
いっぺんに楽しめます

5月  1日㈭・15日㈭
午前10時30分～11時30分 はたらふれあい館 あ明戸へ

わくわくランド わくわく・おはなし教室が、
いっぺんに楽しめます

5月  8日㈭・22日㈭
午前10時30分～11時30分 豊里公民館 あおかべへ

こどもまつり 第１2回深谷こども国際まつり　　　　　　　　　　　
〜世界はみんなお友達〜 5月10日㈯午前９時～ 深谷市民文化会館 あ深谷保育園へ

子育て講座 完璧な親なんていない！みん
なでおしゃべり！

5月13日～6月17日毎週火曜日（全6回）
午前10時～正午 花園二 要予約、託児あり

(無料）

ベビーオイル
マッサージ

親子で楽しみながら、ベビー
オイルマッサージ 5月20日㈫午前10時30分～11時30分 おかべ 1歳未満児の子と親

先着20組、要予約

イングリッシュ
リトミック

リズムに合わせて英語を親
子で楽しみましょう

5月20日㈫2部制
午前10時～10時50分、午前11時～11時50分 篭原若竹幼稚園 要予約

あ川のこ

給食体験 年齢に応じた給食を食べます 水曜日 ふき 先着順、要予約
費用負担あり

4月16日㈬･23日㈬午前11時～正午 すみれ 要予約
費用負担あり

栄養士が相談に応じます 5月27日㈫午前11時～正午 明戸 先着順、要予約
費用負担あり

育児相談 子育ての悩みを一緒に考え
ましょう

開所時間内 各支援センター
月～金曜日午後1時～3時 花園二 要予約

広場 事業のない時間に、子育て支
援センターを開放しています 開所時間内（事業のない時間） 各支援センター 詳細はお問い合わせ

ください。

造形遊び 親子で楽しく製作をします 水曜日午前9時30分～正午 エンゼ 要予約

運動遊び 親子で楽しく体を動かしましょう 火曜日午前9時30分～正午 エンゼ 要予約

親子体操 親子で楽しく体を動かしましょう 金曜日午前9時30分～11時 川のこ 要予約

焦らないで待ってあげましょう
　桜の花が咲いています。新年度がス
タートし、新しいお友達が入園してき
ます。最初から楽しみに笑顔で登園す
るお友達もいます。半面、初めて親か
ら離れて過ごす生活に不安や寂しさで
いっぱいのお子様もたくさんいます。
その不安を乗り越えて子どもは、成長
をします。それには時間が必要です。

2・3日あるいは1週間・1か月とその子により違いはあり
ます。その時まで焦らずに待ってあげましょう。
　子育てでは『待つ』ことが大切です。それは簡単そうで
すが実際には大変なことです。よく耳にする「早くしなさ
い」の一言は、聞く耳を持たなくなったり、時にはやる気

をなくしたりもします。
　待つことは、ゆっくり見守ってあげること。時には少し
手伝ってあげたり、助言してあげることも必要です。ゆっ
くり話を聞いてあげる・そしていつでもその時の子どもの
気持ちに寄り添ってあげることです。
　待つためには、時間にゆとりが必要です。また子どもを
信じることです。そして忍耐です。
　一つを成し遂げた時「できたね・よかったね」と喜び・
褒めてあげましょう。人は誰でも褒められてうれしいもの
です。それが自信へとつながります。それに褒めるときは、
優しい笑顔になります。子どもは、褒められ認められたう
れしさはもちろんですが、それと同時に親の喜ぶ顔が大好
きなのですよ。
　「行ってきます」と元気な笑顔で登園できる日をおうち
のかたと同様私たちも待っています。

仙元山保育園

河
かわ

田
た

　増
ます

子
こ

あそぼう会 親子で楽しく製作をします 金曜日午前10時～正午 花園二
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花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!

『ガーデンシティふかや』のホームページもご覧ください。
かhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/

ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24‐2（花植木流通センター隣）］☎551‐5551

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

さをり織り
あゆみ作業所
住所：柏合804-1
☎551‐4040

お
し
ゃ
れ
～
♪

たんさんまんじゅう
しくね育成園
住所：宿根1297
☎572‐8830

たんぽぽコーヒーガレット
たんぽぽ作業所
住所：人見2000
☎572‐1668完全ハンドメイド！

カラフルなバッグや小
物など、世界に一つだ
けの品がたくさん♪

洋菓子工房『ル・クレール』のパティ
シエ監修の下、製法だけでなくすべ
ての原材料にとことんこだわり、
100%ピュアなたんぽぽの根（国産）
を使用♪

　授産製品とは、障害のあるかたが作っている商品です。高品質で真心がたっぷり詰ま
ったものばかり。このコーナーではその一部を紹介します。

熊谷産地粉100%、北海道産小豆、
秩父味噌、深谷ねぎなど原材料にこ
だわった手作りのおまんじゅう♪

お土
産に

　ぴ
った
り

おいし～!!

テーマ　11th ～新たな一歩～
とき　4月26日㈯、27日㈰午前9
時～午後4時（27日は午後3時まで）
ところ　深谷城址公園（花フェス
タ会場）および市内全域
内容　ガーデニングコンテスト、
モデルガーデン、飲食・物品販売、
ステージイベント、花のせり市な
ど、今年も見どころ満載！さらに、
『オープンガーデンフェスタ』で
は個人などのお庭65軒を一挙に
公開。自慢のお庭必見です。

～・1,000円
【4月27日㈰】
①母の日に贈るフラワーアレンジ
メント（講師＝森

もり

田
た

真
まさ

樹
き

氏）・午
前10時～・2,000円
②人気の雑貨に多肉を植えよう!!
（講師＝酒

さか

井
い

和
かず

子
こ

氏）・午前11時
30分～・2,000円
定員　各先着20人
申し込み　4月9日㈬～

【4月26日㈯】
①ミニバラを使ったコンテナガー
デン（講師＝星

ほし

野
の

学
まなぶ

氏）・午前10
時～・2,000円
②染色してつくるレザーフラワー
アクセサリー（講師＝田

た

島
じま

みゆき
氏）・午前11時30分～・300円
③キッズちょっとおしゃれに生け
花（講師＝澤

さわ

春
はる

代
よ

氏）・午後1時
～・500円
④キッズ苔玉づくりに挑戦!!（講
師＝春

はる

山
やま

美
み

貴
き

氏）・午後2時30分

花めぐりタクシー
ところ　深谷駅前発（予約不要）
内容　オープンガーデン6～ 8軒
（2時間）
料金　1台貸切で6,200円　
運行　ミツワタクシー、深谷合同
タクシー、ふかやタクシー
花めぐりバス（ピストンバス）
ところ　市役所本庁舎（予約不要）
内容　
南コース＝市役所⇔南公民館
東コース＝市役所⇔幡羅地区
料金　往復500円
花めぐりツアーバス
ところ　市役所本庁舎
内容　
ツアーバスS＝オープンガーデン
約6軒（2時間）・1,000円

　緑の王国でのんびりほのぼ
の春を探してみませんか。
とき　4月26日㈯、27日㈰
午前9時～午後4時（27日は
午後3時まで）
内容　そよ風コンサート、サ
クラソウ展など

　バラの競演を格安で鑑賞い
ただけるバスツアーです。
とき　5月13日㈫午前8時30
分出発
ところ　西武ドーム
料金　4,000円
定員　先着135人
申し込み　4月9日㈬～ 20日
㈰に電話でふかや緑の王国へ

第11回ふかや花フェスタ＆
オープンガーデンフェスタ

花フェスタガーデニング教室
参加者募集！

オープンガーデン
交通のご案内

ツアーバスM＝オープンガーデン
約12軒（3.5時間）・2,000円
ツアーバスL＝オープンガーデン
約16軒（1日）・3,500円
予約　バス運行協力事業者代表・
深谷観光バス（☎571‐ 1881）
レンタサイクル
ところ　ふっかちゃん横丁
利用料　
普通自転車＝1日500円
　　　　　　2時間200円
電動自転車＝1日1,000円
　　　　　　2時間500円

ふかや緑の王国
第6回春まつり

国際バラとガーデニング
ショウ　参加者募集！ ■どのような製品ですか？

■この製品のすごいところを教えてください。
楽しく遊んでリハビリ『ドキドキへび退治Ⅱ』

■他にどのような製品をつくっていますか？

●住所：本田3077‐ 1
●事業内容：スイッチング
電源やアミューズメント機
器、介護機器の製造・販売

開発課　課長　
朝
あさ

香
か

和
かず

人
ひと

さん

　歯を食いしばって耐え忍ぶ『リハビリ』のイメー
ジを覆し、ゲームで楽しく遊んだ結果、リハビリに
なったという流れに変えていく、リハビリサポート
マシン『楽

たの

リハ』シリーズの一つです。

からの購入もありました。

　利用者に合わせて、退治するへびの出現数やス
ピードを自動で調節するため、どなたでも快適に楽
しむことができます。また、へびを踏んだ回数や成
功率、踏むまでの時間もわかるため、利用者の向上
心と継続意欲を刺激して、リハビリ効果が表れます。

■どんなところで活躍していますか？

　介護施設、デイサービスセンター、病院などでご
使用いただいており、これまでに100台以上が市場
に出ています。最近は施設だけでなく、個人のかた

　ふっかちゃんキャッチャーやメダルゲーム『げん
しじんがビンゴでワァア！』などのアミューズメン
ト機器およびそれらに使うスイッチング電源基板を
つくっています。

　サン電子工業㈱深谷工場
会 内案社

Vol.
01



2014年
4月1日
No.100

食育推進計画の目標 食育推進計画は、３つの領域ごとに基本目標（＝めざす姿）と、
行動目標をそれぞれ掲げています。

1 『食』を通じて 元気な身体を 育む 自分自身の食事の適量を知り、食べ過
ぎ、作り過ぎに注意ましょう。

１日３食の規則正しい
食事のリズムを
身につけましょう。

バランスよく食べて、
心も身体（からだ）も

元気を保つことができる

行動目標1
栄養バランスのとれた
食生活を実践しよう！

行動目標2
規則正しい食生活の
リズムをつくろう！

2 『食』を通じて 豊かな心を 育む １日１回は、
家族や仲間がそろって
楽しい食事を取りましょう。

家庭の味、郷土の味、
行事食を継承していきましょう。

食事を楽しみながら、
豊かな心を

身につけることができる

行動目標1
家族や友人と一緒に食事
を楽しみ、きちんとマナー

作法も身につけよう！
行動目標2

伝統的な食文化を継承しよう！

3 『食』を通じて 活力ある地域を 育む 地元農産物への関心を高め、
新鮮な食材を積極的に
購入しましょう。

安全で適切な食を
正しく選択できるように、
自ら学習し知識を深めましょう。

食を通じた関わりが増えて、
活力ある

地域づくりができる

行動目標1
地元の新鮮野菜を
たくさん食べよう！

行動目標2
食の安全に関する情報を

活用しよう！

■
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ふかやの野菜をプラス1皿！　　　　　野菜で T
つ な ぐ

UNAGU 明日の健康！

　生涯にわたり健康で自分らしい生活を送ることは私たち共通の願いです。
　市では市民一人ひとりが希望や生きがいを持って、生涯を通じて健康で自分らしい心豊
かな生活を送れるよう『－笑顔でつくる健康なまち 深谷－ 深谷市健康づくり計画（健康
増進計画・食育推進計画）』を策定しました。
　食育推進計画では、次の3つの領域ごとに基本目標（＝めざす姿）と行動目標を掲げて
います。

今日の
ごはん

は明日
のげん

き！

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://city.fukaya.saitama.jp/mobile/

↑登録はこちらから

～笑顔
でつく

る健康
なまち
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　さあ、皆さん、食を通じて元気な体をつくり、食を通じて豊かな心を育み、食を通じて
活力ある地域をめざして、食育に取り組みましょう！
　このコーナーは、市民の皆さんに日常生活において心掛けていただきたいこと、健康な
生活を送っていただくためのヒントとなることなどを中心に掲載させていただく予定です。
　次回からは地元特産の新鮮野菜をたっぷり使った、簡単でおいしいレシピも掲載します
ので、レシピ集を作って、自分自身、家族の健康のためにお役立てください。


